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学友会運動部女子祝勝会(平成26年2月25日）

日体大の女子力



　

近
年
喧か

ま
び
すし

く
「
女
子
力
」と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
精
神
力
と
表
現
力
を
備
え
た「
女
子
」

の
「
力
」を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
社
会
が
女
性
た
ち
の
潜
在
的
な
力
に
期
待
し
、
男
性

の
分
野
で
も
女
性
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
証
で
す
。
か
ね
て

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
界
は
他
の
分
野
に
比
し
て
い
ち
早
く
女
性
の
パ

ワ
ー
を
認
め
、
男
性
専
有
の
種
目
で
も
女
性
に
明
け
渡
し
て
き

ま
し
た
。「〝
か
よ
わ
き
〟女
性
観
」は
い
ま
で
は
完
全
に
払
拭

さ
れ
た
と
い
え
る
よ
う
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
及
び
ソ
チ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
日
本
選
手
は
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
方
が
多
く
出
場

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
は
す
で
に
女
子
力
の
発
信
拠
点
に

な
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
女
性
の
ア

ス
リ
ー
ト
と
指
導
者
の
双
方
を
率
先
し
て
養
成
し
て
き
た
本

学
か
ら
、「
女
子
力
」を
発
信
す
る
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

女
子
力
の
発
信
拠
点

    

―
―
「
日
体
大
の
女
子
力
」
を
考
え
る
―
―

学
長
エ

ッ
セ

イ

日本体育大学
日本体育大学女子短期大学部

学長　谷
た に

釜
が ま

 了
り ょ う

正
し ょ う

特集日体大の女子力
日
体
大
の
強
み
。

そ
れ
は
、多
様
な
力
、個
性
が
刺
激
し
あ
う
環
境
。

体
育
学
部
に
加
え
、児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
、保
健
医
療
学
部
が
始
動
。

次
の
時
代
を
見
据
え
て
、日
体
大
は
新
た
な
一
歩
を
着
実
に
歩
み
出
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
時
代
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決
ま
り
、一
翼
を
担
う
本
学
も
、

他
国
や
民
族
を
認
め
合
い
、い
っ
そ
う
国
際
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、少
子
高
齢
化
の
な
か
で
、若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、女
性
の
活
躍
だ
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、あ
る
い
は
仕
事
を
持
ち
、

社
会
で
担
う
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

本
学
は
こ
れ
ま
で
も
、数
々
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
、職
業
人
を
輩
出
し
、

性
別
の
垣
根
な
く
可
能
性
を
追
求
で
き
る
環
境
を
誇
っ
て
き
た
。

新
学
部
の
開
設
に
よ
り
、さ
ら
に
幅
広
い
人
材
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。

多
様
な
力
、個
性
が
刺
激
し
あ
い
、と
も
に
高
め
あ
っ
て
い
く
校
風
が
、本
学
の
強
み
で
あ
る
。

今
回
の
特
集
は
、本
学
で
学
び
活
躍
す
る
女
性
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

し
か
し
、新
た
な
時
代
を
担
う
全
学
生
に
向
け
た
エ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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（
３
）日
体
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組
み
を
実
施
す
る
。 

①
日
体
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築 

②
T 

A
制
度
の
活
用 

③
日
体
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
全
学
で
実
施

（
４
）英
会
話
力
を
向
上
さ
せ
る
。

（
５
）Ｆ
Ｄ
及
び
Ｓ
Ｄ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
教
育
内
容
及
び
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
Ｆ
Ｄ
の
推
進
の
た
め
に
、公
募
型
授
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施 

②
新
学
務
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
授
業
評
価
結
果
の
検
証
を
実
施 

③
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
、大
学
の
内
外
の
研
修
会
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
な

ど
、Ｓ
Ｄ
の
一
層
の
充
実
を
推
進

（
６
）屋
内
・
屋
外
の
運
動
施
設
の
修
繕
を
図
る
。

・
既
存
施
設
の
整
備

  

５  

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

	

に
積
極
的
に
協
力
す
る
。

（
１
）本
学
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
60
人
以
上
出
場
さ
せ
る
。

（
２
）上
記
選
手
の
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
を
編
成
す
る
。

（
３
）パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
指
導
者
を
養
成
す
る
。（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

）

（
４
）競
技
力
向
上
の
た
め
の
科
学
的
研
究
を
推
進
す
る
。

  

６  

ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
向
上（
選
手
強
化
）を
図
る
。

（
１
）理
事
会
と
の
連
携
の
下
で
、大
学
の
政
策
と
し
て
重
点
種
目
及
び
強
化
選
手
に
関
す
る

基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

（
２
）奨
学
生
制
度
の
効
果
的
な
運
用
を
図
る
。

（
３
）ス
ポ
ー
ツ
局
の
運
用
の
改
善
を
図
る
。 

  

７  

教
育
・
研
究
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

（
１
）研
究
室
体
制
の
編
成
と
機
能
化
を
推
進
す
る
。 

①
保
健
医
療
学
部
開
設
に
伴
う
研
究
室
体
制
の
追
加
編
成 

②
学
際
研
究
の
推
進 

③
授
業
担
当
コ
マ
の
平
等
化（
専
任
教
員
に
よ
る
教
育
の
充
実
）

（
２
）研
究
施
設
・
設
備
の
一
元
管
理
を
推
進
す
る
。（
管
理
運
営
の
円
滑
化
）

・
効
果
的
な
研
究
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、円
滑
な
管
理
・
運
営
を
実
施

（
３
）研
究
組
織
の
連
携
を
強
化
す
る
。

・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
軸
に
研
究
組
織（
大
学
院
、体
育
研
究
所
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）の
連
携
を
強
化

（
４
）研
究
活
動
を
推
進
す
る
。 

①
科
学
研
究
費
助
成
事
業 

（
科
研
費 
）応
募
に
際
し
、大
規
模
予
算
の
獲
得
に
向
け
た

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ 

②
研
究
助
成
に
基
づ
く
研
究
の
公
表
を
義
務
付
け

（
５
）出
版
物
の
質
向
上
を
図
る
。 

①「
日
本
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
」に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
以
上
の
論
文
投
稿
を

促
し
、質
の
向
上
を
推
進 

②
体
育
研
究
所
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ

ル
に
関
し
、発
行
内
容
、形
態
を
変
更

（
６
）学
生
の
情
操
教
育
の
た
め
に
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
博
物
館
化
を
推
進
す
る
。 

①
博
物
資
料
の
収
集
と
展
示
の
推
進 

②
資
料
の
整
理
と
保
管
の
た
め
の
環
境
の
整
備

  

８  

ス
ポ
ー
ツ
に
係
わ
る
国
際
交
流
の
推
進
を
図
る
。

（
１
）国
際
ス
ポ
ー
ツ
関
係
学
部 （
仮
称
）の
設
置
計
画
を
策
定
す
る
。 

①
必
要
な
教
員
の
補
充 

②
体
育
学
部
か
ら
国
際
ス
ポ
ー
ツ
関
係
学
部 （
仮
称
）の
独
立
の
検
討

（
２
）円
滑
な
国
際
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
検
討
す

る
。 

①
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
を
促
進
し
、多
数
の
学
生
及
び
卒
業
生
の
海
外（
開
発
途
上

国
）派
遣
を
推
進 

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手
、青
年
海
外
協
力
隊
員
へ
の
希
望
者
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
者
、海
外
留
学
生
の
た
め
の
語
学
教
育（
主
と
し
て
英
会
話
）（
教
室
）

設
置

（
３
）諸
外
国
の
体
育
系
大
学
と
の
提
携
を
図
る
。

（
４
）本
学
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
推
進
す
る
。（
開
発
途
上
国
へ
学
生
及
び
卒
業
生
を
派

遣
す
る
。）

  

９  

効
果
的
な
広
報
活
動
の
展
開
を
図
る
。

（
１
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
有
効
活
用
を
図
る
。

（
２
）大
学
案
内「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」お
よ
び
サ
ブ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
る
。

（
３
）学
生
募
集
に
関
す
る
広
報
活
動
を
推
進
す
る
。

（
４
）メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
活
動
の
促
進
と
マ
ス
コ
ミ
対
応
に
努
め
る
。

（
５
）学
内
広
報
活
動
を
し
、情
報
の
共
有
化
を
徹
底
す
る
。

（
６
）本
学
学
生
の
就
職
支
援
に
関
す
る
広
報
活
動
を
側
面
的
に
支
援
す
る
。

（
７
）受
験
生
、保
護
者
、同
窓
生
等
に
対
し
て
、積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

（
８
）児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
・
保
健
医
療
学
部
の
情
報
を
発
信
す
る
。

（
９
）学
生
募
集
・
広
報
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
繋
げ
る
施
策
を
展
開
す
る
。 

  

10  

校
友
会
を
組
織
し
、積
極
的
な
活
動
を
推
進
す
る
。

（
１
）本
学
支
援
団
体
と
し
て
の「
校
友
会
」の
設
置
に
向
け
て
、本
学
同
窓
会
、保
護
者
会
及

び
学
友
会
の
組
織
間
の
調
整
を
図
る
。

（
２
）校
友
会
と
し
て
募
金
活
動
を
展
開
す
る
。 

  

11  

学
生
の
学
習
・
生
活
の
よ
り
一
層
の
支
援
と

	

環
境
の
整
備
を
教
職
協
働
に
よ
り
図
る
。

（
１
）学
生
食
堂
を
中
心
と
し
た
食
育
を
推
進
す
る
。

（
２
）イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
促
進
さ
せ
る
。

（
３
）健
康
管
理
対
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
。 

①
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
健
康
管
理
体
制（
健
康
診
断
・
健
康
診
断
事
後
措
置
・
健

康
及
び
保
健
相
談
等
）の
更
な
る
充
実 

②「
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」の
開
設
と
活
用 

  

12  

社
会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
。

（
１
）本
学
独
自
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
開
設
に
向
け
て
検
討
す
る
。 

①
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設
し
地
域
と
の
連
携
を
推
進 

②
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
検
討

（
２
）学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
派
遣
依
頼
に
積
極
的
に
対
応
す
る
。

（
３
）教
育
研
究
情
報
の
公
開
を
促
進
す
る
。 

  

13  

併
設
校
と
の
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
る
。

（
１
）併
設
校
と
の
施
設
の
共
有
化
を
促
進
す
る
。

（
２
）併
設
校
へ
教
職
員
・
学
生
を
派
遣
す
る
。

（
３
）併
設
校
の
学
生
の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
。 

  

14  

自
己
点
検
・
評
価
を
実
施
す
る
。

　
　
　

以
上

平成26年度事業計画の基本方針について
日本体育大学・日本体育大学女子短期大学部 

 　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
わ
が
国
で
は
18
歳
人
口
が
減
少
し
高
等
教
育
へ
の
進
学
が
相
対

的
に
減
少
傾
向
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、各
大
学
は
国
公
立
、私
立
を
問
わ
ず
、多
様
な
入

試
改
革
を
行
う
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
学
生
確
保
に
凌
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。こ
れ
に
加
え
て
体

育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、有
名
私
立
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
諸
大
学
で
関
連
分
野
の
学

部
及
び
学
科
の
新
増
設
が
全
国
的
規
模
で
相
継
ぎ
、こ
の
分
野
の
専
門
大
学
と
し
て
最
も
長

い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
本
学
に
お
い
て
も
学
生
確
保
の
問
題
は
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。全
国
的
に
指
導
者
を
輩
出
し
て
き
た
本
学
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
危
機
と
し
て
受
け
止

め
ね
ば
な
ら
な
い
。優
秀
な
学
生
を
全
国
か
ら
確
保
す
る
た
め
の
入
試
の
在
り
方
と
改
善
を

引
き
続
き
図
る
と
と
も
に
、平
成
25
年
4
月
開
設
の
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
、26
年
4
月
開

設
の
保
健
医
療
学
部
に
お
い
て
も
優
秀
な
学
生
を
確
保
す
る
た
め
の
入
試
の
在
り
方
と
改
善

を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、本
学
は
2
0
1
6
年
に
創
立
1
2
5
周
年
を
、2
0
2
0
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
。こ
の
節
目
の
年
に
合
わ
せ
て
短
期
的
、中
期
的
に
事
業

を
計
画
し
、こ
れ
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、こ
の
よ
う
な
本
学
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
本
学
が
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
的
に
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
、建
学
の
精
神
を
体
現
し
つ
つ
、理
事
会
が
推
奨
す

る
基
本
方
針（「
選
手
強
化
」「
国
際
化
」「
ワ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
化
」）を
踏
ま
え
て
、効
果
的
な
事

業
計
画
の
具
体
的
な
基
本
方
針
を
以
下
に
お
い
て
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

１  

適
切
な
学
生
数
を
確
保
す
る
。

（
１
）入
試
方
法
の
多
様
化
を
図
り
、安
定
し
た
学
生
の
数
と
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
適

う
よ
り
優
秀
な
学
生
を
確
保
す
る
。 

①
全
国
的
な
規
模
で
の
学
生
の
確
保 

②
運
動
能
力
は
も
と
よ
り
、学
力
の
高
い
学
生
の
確
保 

③
首
都
圏
以
外
の
地
域
か
ら
の
受
験
者
増
加
推
進
施
策
の
検
討 

④
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
Ｏ
入
試
に
お
け
る
地
方
入
試
会
場
実
施
の
検
討

（
２
）転
・
退
学
生
の
防
止
を
図
る
。

・ 

現
状
の
分
析
に
基
づ
く
防
止
策
の
検
討
と
策
定

  

２  

児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
。

（
１
）設
置
計
画
履
行
状
況
調
査（
Ａ
Ｃ
：
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
）に
つ
い
て
対
応
す
る
。

（
２
）学
生
の
教
学
上
の
充
実
を
図
る
。

（
３
）教
育
実
習
・
保
育
実
習
の
た
め
の
施
設
を
確
保
す
る
。

（
４
）入
試
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、募
集
活
動
を
強
化
す
る
。

（
５
）女
子
短
期
大
学
部
の
募
集
停
止
と
将
来
の
廃
止
に
関
す
る
情
報
を
学
生
、保
護
者
及
び

卒
業
生
に
対
し
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

  

３  

保
健
医
療
学
部
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
。

（
１
）設
置
計
画
履
行
状
況
調
査（
Ａ
Ｃ
：
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
）に
つ
い
て
Ａ
Ｃ
実
施
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
置
し
対
応
す
る
。

（
２
）学
生
の
教
学
上
の
充
実
を
図
る
。

（
３
）入
試
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、募
集
活
動
を
強
化
す
る
。

（
４
）保
健
医
療
学
部
の
開
設
に
伴
い
制
定
さ
れ
た
諸
規
程
と
既
存
諸
規
程
と
の
整
合
性
を
点

検
す
る
。

  

４  「
学
士
力
」、「
就
業
力
」の
向
上
を
図
る
。

（
１
）「
学
士
力
」と「
就
業
力
」の
向
上
を
意
図
し
た
2
0
1
3
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
平
成
25
年

度
体
育
学
部
新
入
生
か
ら
適
用
）の
円
滑
な
運
用
を
図
る
。

（
２
）就
職
率
向
上
を
図
る
。 

①
企
業
就
職
率
の
向
上 

②
教
員
志
望
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
各
種
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施

③
児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
向
け
小
学
校
教
員
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

④
保
健
医
療
学
部
向
け
国
家
試
験
対
策
を
早
期
か
ら
実
施
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壁
に
あ
た
っ
て
も
し
な
や
か
に
強
く
。

ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
才
能
を
持
っ
て
い
る
。

体育・スポーツ、教育はもとより、研究、健康・福祉、地域貢献、国際貢献など、これからの日体大が担うべき領域はますます広がっていきます。
その新展開の原動力として期待されているのが女子学生の皆さんです。
本学にとどまらず、スポーツからビジネス、教育・研究まで、社会のあらゆるシーンで女性の活躍に注目が集まっています。
今号の特集では、OGや現役アスリートのコメントを通して、日体女子の「強み」を明らかにします。
男子学生も負けてはいられない!?

ア
ス
リ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
の
女
性
の
た
め
に

　

文
部
科
学
省「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
・
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
3
つ
の
柱
の
1
つ「
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
の
戦
略
的
強
化
に
向
け
た
調
査

研
究
」に
お
い
て
、「
月
経
周
期
を
考
慮
し
た
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
法
」を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て

い
ま
す
。女
性
ホ
ル
モ
ン
の
周
期
的
な
変
化
に

よ
り
、体
や
心
に
影
響
を
及
ぼ
す
わ
け
で
す
が
、

時
期
や
変
化
の
度
合
い
、要
因
な
ど
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、こ
れ
を
体
系
的
に

ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

競
技
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
研
究

で
す
。も
ち
ろ
ん
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、一

般
の
人
に
と
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
増
進
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。女
性
が
効
率
的
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
効
果
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
、ど
の

よ
う
な
方
法
が
適
切
な
の
か
。現
場
に
活
か
せ

る
研
究
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
で

陸
上
を
断
念

　

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
純
粋
に
ス
ポ
ー
ツ

が
好
き
で
、体
育
教
員
を
め
ざ
し
て
日
体
大
に

入
学
し
ま
し
た
。ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学
的
根

拠
が
学
べ
る
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
の
授
業
も
当
時

か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。部
活
は
陸
上
競
技

部（
跳
躍
）に
所
属
し
合
宿
所
で
生
活
し
て
い
ま

し
た
。そ
ん
な
学
生
時
代
の
私
に
転
機
が
訪
れ

ま
す
。大
学
2
年
生
の
時
に
大
病
を
患
い
、医
師

か
ら
運
動
を
し
て
は
い
け
な
い
と
宣
告
さ
れ
ま

し
た
。今
は
完
治
し
ま
し
た
が
…
。日
体
大
に
い

る
の
に
ど
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
。悔
し
く
て
ず
い
ぶ
ん
泣
き
ま
し
た
。1
年

生
の
う
ち
か
ら
熱
心
に
教
員
採
用
試
験
の
勉

強
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
に
、結
局
は
、体
育
教

員
の
夢
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な

り
、「
何
で
私
な
の
？
」と
恨
め
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

逆
境
を
克
服
し
て
、

研
究
者
の
道
へ

　

選
手
か
ら
主
務
へ
。み
ん
な
が
辛
く
厳
し
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
の
に
、自
分
が
な
に

も
で
き
な
い
の
が
申
し
訳
な
い
。な
に
か
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、図
書
館
の
本
を
片

端
か
ら
読
ん
で
運
動
生
理
学
の
勉
強
を
し
た
の

が
、い
ま
の
仕
事
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
は
実
技
だ
け
で
は
な
く
、講

義
で
教
え
る
こ
と
も
で
き
る
。そ
の
こ
と
に
気
づ

い
て
、卒
業
時
に
は
大
学
院
に
進
学
す
る
道
を

選
び
ま
し
た
。そ
ん
な
経
緯
も
あ
っ
て
、教
え
る

こ
と
に
つ
い
て
は
と
て
も
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、難

し
い
こ
と
を
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
教
え
る
か

と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

学
生
の
知
的
探
究
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
情

報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、常
に
情
報
収
集
を

欠
か
さ
ず
、伝
え
方
を
工
夫
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

ひ
た
む
き
に
努
力
す
れ
ば

夢
は
必
ず
叶
う

　

真
面
目
で
純
粋
。バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。

日
体
女
子
は
、努
力
す
る
才
能
に
優
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
は
、ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、社

会
に
出
て
か
ら
、あ
る
い
は
家
庭
を
持
っ
て
か
ら

も
、あ
ら
ゆ
る
場
面
で
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。視
野
を
広
げ
、高
い
志
を
も
っ
て
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
た
む
き
に
努
力
す
れ
ば
、必
ず
夢
は
叶
う
は

ず
で
す
。そ
し
て
、た
と
え
困
難
な
場
面
に
直
面

し
て
も
、し
な
や
か
に
前
向
き
に
挑
む
こ
と
が

で
き
る
の
も
日
体
女
子
の
強
み
で
し
ょ
う
。脆

く
折
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、バ
ネ
の
よ
う

に
し
な
や
か
に
受
け
止
め
、そ
れ
を
乗
り
越
え

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。ス
ポ
ー
ツ
で

培
っ
た
経
験
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
の
競
技
や
将
来
の
人
生
で
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
授
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。学
び
、考
え
、

素
敵
な
女
性
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ
い
。

須
永  

美
歌
子

児
童
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
部
准
教
授

■プロフィール／須永  美歌子（すなが  みかこ）

体育学部体育学科卒。大学院体育科学研究科体育
科学専攻博士前期課程修了。博士（医学）。モットー
は、常に先の目標を立て、それに向けて日々努力する
こと。そのため、毎日があっという間に過ぎてしまうと
か。今はコーヒーを淹れながら過ごす時間が束の間の
息抜き。

現
在
、文
部
科
学
省
委
託
事
業「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
・
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い
て
、

女
性
特
有
の
課
題
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ（
体
調
管
理
）法
に
つ
い
て
の
研
究
に
取
り
組
む
須
永
先
生
。研
究
の
道
に
進
ん
だ
の
は
学
生
時
代
の
挫
折
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

日体女子スピリット
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■プロフィール／石井  沙綾香（いしい  さやか）

体育学部健康学科卒。日体荏原高校出身。学生時代
はラクロス部での活動のほか、地元のバドミントンの
クラブチームに所属。いまは忙しい仕事の合間にジム
で汗を流しリフレッシュしている。昨年、同小学校で
開催された全国小学校社会科研究協議会東京大会で
はオリンピックを題材に研究授業を行った。

辛
い
練
習
や
実
習
も
女
子
ト
ー
ク
で
乗
り
越
え
る
。

団
結
力
と
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
は
誰
に
も
負
け
な
い
。

石
井  

沙
綾
香

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校
教
諭

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、子
ど
も
た
ち
と
イ
キ
イ
キ
と
し
た
毎
日
を
過
ご
す
石
井
さ
ん
。子
ど
も
た
ち
が
日
々
変
化
、成
長
し
て
い
く
姿
を

間
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、小
学
校
教
諭
の
醍
醐
味
だ
と
い
う
。そ
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
を
見
る
た
め
な
ら
、ど
ん
な
努
力
も
厭
わ
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
女
子
は
、

女
の
子
に
も
男
の
子
に
も
人
気

　

小
学
校
教
諭
の
楽
し
さ
は
、ほ
ぼ
一
日
を
担

任
す
る
ク
ラ
ス
の
児
童
と
過
ご
せ
る
こ
と
で

す
。音
楽
と
図
工
以
外
の
す
べ
て
の
教
科
を
教

え
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
男
の
子
と
は
部

活
の
話
し
を
し
た
り
、女
の
子
と
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
買
い
物
の
話
を
し
た
り
、分
け
隔
て
な
く

気
軽
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、ス
ポ
ー
ツ

女
子
で
あ
る
私
の
強
み
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
も
勉
強
も
、始
め
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、頑
張
っ
て
だ
ん
だ
ん
で
き
て
い
く
過

程
が
、自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、運
動
会
や
学
芸
会
な
ど
、先
生
方
と
協

力
し
な
が
ら
企
画
や
運
営
を
行
う
行
事
も
多

く
、一
つ
の
こ
と
を
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
は
ス

ポ
ー
ツ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
教
諭
に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
低
学
年

の
担
任
で
し
た
が
、今
年
初
め
て
6
年
生
を
受

け
持
ち
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を
自
信
に
、

中
学
校
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
輪
車
に
乗
れ
た
！
男
の
子
の

笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て

　

も
と
も
と
養
護
教
諭
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

を
も
っ
て
日
体
大
に
入
学
し
ま
し
た
。も
ち
ろ

ん
、体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
と
い
う
気
持

ち
は
い
ま
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
教
諭
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、

大
学
4
年
生
の
時
に
、小
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。そ
こ
で
、自

閉
症
の
男
の
子
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。一
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
、何
日
も
何
日
も
一
緒
に
練
習
し
ま
し

た
。「
や
っ
た
、う
れ
し
い
！
」。で
き
た
時
の
そ
の

子
の
喜
び
の
声
、表
情
、仕
草
は
い
ま
で
も
忘
れ

ま
せ
ん
。子
ど
も
の
そ
ば
に
ず
っ
と
い
て
、成
長

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
小
学
校
教
師
に

強
い
憧
れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。日
体

大
で
養
護
教
諭
の
免
許
を
と
り
、卒
業
後
さ
ら

に
通
信
教
育
で
小
学
校
教
諭
に
な
る
た
め
の

勉
強
を
し
て
、採
用
試
験
に
合
格
。小
学
校
教

諭
に
な
っ
て
か
ら
も
、体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
、子
ど

も
に
つ
い
て
な
ど
、日
体
大
で
幅
広
く
学
ん
だ

こ
と
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
っ
た
後
の
女
子
ゴ
ハ
ン
が

頑
張
る
励
み
に
!?

　

日
体
大
で
は
ラ
ク
ロ
ス
部
に
1
年
間
在
籍
。

朝
練
、昼
練
と
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。ま
た
、体
育
の
実
技
の
授
業
で
は
、跳
び
箱

や
平
均
台
が
苦
手
で
、仲
間
と
一
緒
に
先
生
に

お
願
い
し
て
、空
き
時
間
に
指
導
し
て
い
た
だ

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。負
け
ず
嫌
い
な
ん
で
す
。

そ
の
後
に
力
を
入
れ
た
の
は
養
護
教
諭
に
な
る

た
め
の
看
護
臨
床
実
習
で
し
た
。病
院
の
各
診

療
科
を
1
ヶ
月
か
け
て
回
り
、ナ
ー
ス
の
仕
事

を
見
学
し
た
り
、患
者
さ
ん
と
身
近
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
て
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

診
療
に
立
ち
会
っ
た
際
に
、人
体
模
型
や
実
際

の
患
部
の
写
真
を
見
て
、ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
。勉
強
し
て
い
る
立
場
の
私
が
、看
護
師

さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。

　

や
は
り
、仲
間
と
過
ご
し
た
時
間
が
、日
体

大
で
の
一
番
の
思
い
出
で
す
。辛
い
時
も
、終

わ
っ
た
ら
ご
飯
や
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
に
行
こ

う
！
と
み
ん
な
で
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
乗
り
越

え
ま
し
た
。

仲
間
、困
っ
て
い
る
人
は

放
っ
て
お
け
な
い

　

団
結
力
、挑
戦
心
、芯
の
強
さ
。日
体
女
子

の
強
み
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、食
べ

物
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、恋
の
話
が
大
好
き
な
の
は
普

通
の
女
子
と
同
じ
…
。

　

そ
こ
で
、あ
え
て
日
体
女
子
の
特
長
は
？
と

聞
か
れ
る
と
、私
は
思
い
や
り
、仲
間
や
他
者
を

思
う
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。私
も
、障
害
を

持
つ
小
学
生
と
の
出
会
い
か
ら
こ
の
仕
事
を
目

指
し
ま
し
た
が
、困
っ
て
い
る
仲
間
や
頑
張
っ
て

い
る
人
を
放
っ
て
は
お
け
な
い
ん
で
す
。で
す
か

ら
、ガ
ッ
ツ
が
余
計
に
輝
い
て
見
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

日体大の女子力日体大の女子力
N I T TA I  L a d y  G o ! 〜輝くOGインタビュー〜

日体女子スピリット
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「日体女子を漢字で表すと？」「部の雰囲気・モットー」

■学友会運動部女子祝勝会　参加運動部

学友会運動部女子祝勝会

華咲け！日体女子華咲け！日体女子
平成25年度学友会運動部女子祝勝会が2月25日、東京・世田谷キャンパス大会議室で行われました。会には女子全40部のうち、昨年度日本一な
ど優秀な成績を収めた29部の代表、部員など約120名が参加。松浪理事長に続き、来賓である森喜朗元内閣総理大臣、2020年東京五輪・パラ
リンピック組織委員会会長、武田良太防衛副大臣がそれぞれ祝辞を述べられました。女子学生同士が部の枠を超え、互いの戦績を称え合う姿も会
場内では見られるなど、終始和やかなムードの中行われた今回の祝勝会。森先生からも「是非とも来年度以降も続けられるように」とエールを送ら
れ、参加した部員たちは新年度への活動へ向けて意気込みを見せていました。

体操競技部
水泳部
ラグビー部
バドミントン部
柔道部
剣道部
相撲部
レスリング部
フェンシング部
スケート部
ウェイトリフティング部
少林寺拳法部
アーチェリー部
トランポリン競技部
カヌー部

軟式野球部
ライフセービング部
自転車競技部
トライアスロン部
チアリーダー部
アルティメット･チーム
スカッシュ同好会
インラインホッケークラブ
ダブルダッチサークル
エアロビクス同好会
セパタクロー同好会
フィンスイミングクラブ
タッチラグビーサークル
アクアスポーツ研究会
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「日体女子を漢字で表すと？」「部の雰囲気・モットー」

岡田  みどり
体育学科卒業
横須賀学院高校

小池  真理
体育学科卒業
横浜商科大学高校

土井畑  知里
体育学科2年
帝塚山学院高校

稲川  真里
体育学科卒業
茅ヶ崎北陵高校

浜田  千穂
体育学科4年
日本工業大学駒場高校

上田  真穂
社会体育学科卒業
小野学園女子高校

佐竹  玲奈
体育学科2年
星陵高校

吉田  佳世
体育学科卒業
清陵情報高校

精神的にもたくましく、女性的な面を持
ちながらも男性に負けないぐらいの精神
力、根性を持っている。女性でありなが
ら、ある面は男性（？）。これが日体女子
学生の姿だと思います。女子ラグビーの
部員数は多くはありませんが、その分を
チームワークの良さでカバーしています。
日本一連覇へ、今後も後輩たちに精進し
てほしいと願っています。

「健」。体力面はもちろんですが、精神面
でも他大学に比べ、健やかな学生が多
いのが日体女子学生の特長ではないで
しょうか。就職活動の場などでは、その
健やかさやたくましさを実感することが多
くありました。私たちの部は、全員が明
るく積極的に日々の練習に取り組み、強
い団結力の下で競技の発展に取り組ん
でいます。

男子選手の強さやたくましさに対し、女
子選手には強さとともに美しさも求めら
れます。普段の生活から試合の場を意識
した美しさを追求している日体女子学生
は多いです。トランポリン部は下級生は
上級生をサポートし、逆に上級生は下級
生に声かけを徹底するなど、皆で協力し
合い練習の雰囲気を作りだしているのが
特長です。

「輝」という文字を選んだ理由として日
体女子学生はいつでも自分を磨き上げ、
日々努力を積み重ねており、未来へ向け
て輝きを放っているという点です。少林
寺拳法は礼法が何よりも大事とされてい
ます。後輩たちにも普段の生活から相手
を敬う気持ち、感謝する気持ちを忘れな
いで今後の活動に繋げていってほしいで
す。

道場に入れば練習に集中し、道場を出
たら女性らしく社会の一員であることを意
識する。このオンオフの切り替えが好結
果を生み出すにあたり、大切な要素であ
ると部員全員が認識しています。「笑」と
いう文字については、意識が高い練習
に取り組む中で、常に笑顔でいることを
忘れないのが日体女子学生の良さだと
思います。

女子が多く、雰囲気も明るい中で日々活
動しています。常にそれぞれの意見を出
し合うことを尊重しながら、練習時から
踊ることの楽しさを心身共に表現すること
を部員全員が心掛けています。「信」と
いう文字については、日体女子学生は自
分を信じ、仲間を信頼し、夢に向かって
努力する姿勢の学生が多いことから選択
しました。

日体女子学生は周囲の期待に応えること
が出来る選手が多いです。自他の「望み」
に対して、日頃の練習からコンディション
を整え、技術を磨くことを怠らない、ぶ
れることのない強さを持っていると思いま
す。トランポリン部としては、今後もチー
ムワークを高め、苦しい時こそ声を掛け
合っていく雰囲気を作りだしていきたい
です。

私たちは個人競技ですので、当然ライバ
ル心を持ちながらも、選手たち同士が互
いにチームであることを意識し、思いや
りを持つことを大事にしています。また明
るく常に笑顔で団結力があることも自慢
です。「魅」は日体女子学生は自分の競
技だけでなく、他競技からも多くを学び、
常に魅力的であることを意識していると
思います。

エアロビクス部

水泳部（飛び込み） 少林寺拳法部

トランポリン部

レスリング部 ラグビー部

健

輝

輝

信

望

魅

男笑

軟式野球部

特集日体大の女子力
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ON★キャンパスでは直球勝負。
動きのカナメ、足元に個性が。

思わず納得の回答や意外な素顔も。日体女子のキャンパスライフとプライベートをセキララ大公開。

機能を重視しながらもこだわりが！
髪型、ジャージなどでは、機能性やシンプルさを重視した納得の
回答が多かった一方、靴ではこだわりが。日体生の運動靴はまさ
に三者三様！色やアレンジなど、個性を感じる回答が多く見られま
した。あなたも自分色に運動靴をアレンジしてみてはいかが？

短め　

55.9%
長め 41.7%
その他 2.4%

髪の長い学生は「ポ
ニーテール（１つ結
び）」で授業を受ける
ことが多い。やっぱり
動きやすさが一番。

髪型

しない　

77.6%
する 22.4%

やっぱり !?  高かっ
た「しない率」。そ
んな中でもダンス
部とタブルタッチ
サークルは半分以
上が「する」 派と
回答。

化粧

ヒモを変えました！自
分の好きな色のシュー
ズだから頑張れる！

（ソフトボール部）

Pick Up

青　

24.3%
ピンク 21.9%
白 11.8%
その他 39.3%（黒・赤・黄色・水色・カラフル　等）

僅 差で日体ブル ー
の勝利！だけどやっ
ぱり女の子♡ピンク
も２位にランクイン。

タオル

黒　

65.3%
グレー 12.2%
紺 10.8%
その他 7.2%

普通の黒のジャー
ジ がトップ。 冬 は
温 かさが 大 事！汗
をかいてもすぐ乾
く！ 体 を 冷 やさな
い！ 動きやすいが
モットー。

ジャージの色

「動きやすさ重要！ 半
そで短 パン！」という
強者も！ 

（ソフトボール部）

Pick Up

石けん　

13.9%
柔軟剤 6.9%
シャンプー 4.9%

シャイなためか回答数
が 少 なかったこの 質
問。汗臭さ！男臭さ！と
いうＴＨＥ日体大の
香りを求める女子も！

香り

黒　

22.9%
白 21.5%
赤 14.6%
その他 36.5%（ピンク・青・黄・オレンジ・グレー・紺）

サッカー部は、軽
さ、 履き心地など
機能重視のコメン
トが。一番個性が
発揮できるところな
のでこれからも注
目。

靴の色
デザイン　

38.9%
フィット感 31.9%
機能性 18.4%
その他 9.4%

スポーツは足元か
ら。そこは慎重に
選びたい、というこ
とでデザイン重視
がトップ。ココにこ
だわりが。

靴購入時のポイント

石けん　

26.7%
シトラス 11.1%
フローラル 5.9%
その他 56.3%

清潔感のある石け
んの香りが１番に！
中にはローズや桃
などＴＨＥ女の子
な香りも！

制汗スプレー

ジャージが暗めだから
シューズは派手なのを
選びます
（なぎなた同好会）

Pick Up

ブランドとしてはナイ
キが多め。他はアディ
ダス、ミズノ、プーマ、
ニューバランス等

プチ情報

ショートでも出来る前
髪やわらちゃん♡

（ハンドボール部）

Pick Up

はげしく動いても邪魔
にならないように１つ
結び

（なぎなた同好会）

Pick Up

新体操クラブ
石野  さやか

体育学部  体育学科  ３年

バレーボール部
貴島  未紗都

体育学部  健康学科  ４年

ラクロス部
柏﨑  美希

体育学部  体育学科  ４年

ソフトボール部
岡野  翔子

児童スポーツ教育学部
児童スポーツ教育学科  ２年

ハンドボール部
細江  みづき

体育学部  体育学科  ４年

ダブルダッチサークル
林　玲衣

体育学部  体育学科  ２年

剣道部
増川  雪乃

体育学部  武道学科  ３年

チアリーダー部
瀬脇  春菜

体育学部
社会体育学科  ４年

サッカー部
松田  香純

体育学部   体育学科  ４年

ダンス部
依田  ゆみ絵

体育学部 武道学科  ４年

なぎなた同好会
浜野  沙耶佳

体育学部  武道学科   ４年



OFF
特集日体大の女子力
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OFF★気分もスタイルも切り替えて、
            とことん女子を追求したい

ON・OFFの切り替えはやっぱり気を遣う
スポーツ女子とは言え、オシャレが気になるのは当然。ON・OFF
の切り替えはできるだけ簡単にしたいけれど、特に悩むのはスポー
ツ体型をどうするかという問題。ユニフォームならばとってもカッコ
イイけれど。それでもやっぱりヒールで背伸びしちゃう!?

❶スニーカー
❷ショートブーツ
    （ムートン含）
❸ヒール（ぺたんこ含） 

頑 張ってヒー ル
という声 が 多 い
もの の やはり履
きやすさは大事。
足 を 長く見 せる
工夫もポイントの
よう。

靴

❶秘密♡　❷ルミネ
❸マルイ 

自分のファッション
はやっぱり真似さ
れたくないからね
女 の 子 は 秘 密 が
いっぱい！

よくいくお店

❶足の太さ　❷肩幅の広さ
❸コーディネートでの
　悩み 

厳しいトレーニング
のタマモノ。 鍛え
上げた身体をどう
美しく見せるか が
共通の悩み!?

私服の悩み

❶ストレート　❷ゆる巻き
❸その他 

パーマをかけてい
る学生がちらほら。
簡単にＯＮ・ＯＦ
Ｆの差をつけられ
るのでパーマは人
気みたい。

休日のヘアスタイル

雑誌　

54.5%
店頭 32.3%
テレビやネット 13.4%

意 外 に も 店 頭 の
コーディネ ートを
チェックしている子
が多い！ファッショ
ンのアンテナはとっ
ても敏感。

ファッションの参考

カジュアル系　

59.7%
きれいめ（お姉さん）系
 16.7%
古着系 6.3%
その他 17.3%

中 に はジャージ
一 筋という強 者
も！。さすが根性
あります。似合っ
ていればそれが
イチバンだよね。

ファッション系統は？

興味 ある　

64.6%
ない 35.4%

ネイルをしている
学生は少ないもの
の興味があると答
えたのはなんと半
数以上！やっぱり部
活があるとね…

ネイル

❶トレーナー
　パーカー　
❷スキニーパンツ
❸セーター（ニット）

カジュアル な がら
も大人っぽさや女
の子らしさを追求。
シンプル イズ ベス
ト！着 た い 服 を 着
る！という声もカッ
コイイ。

服装

普段の練習などでは
キツく結んでいるの
で、それを休ませる
意味でもＯＦＦは下
ろしています

（新体操クラブ）

Pick Up

渋谷　

49.7%
原宿 14.9%
横浜 9.4%
その他 26%

学校からも近い渋
谷が１位にランク
イン！ 遊びも部 活
も頑張るのが日体
生の良いところ！

買い物スポット

いかにかっこよくする
か、が勝負。いろんな
ジャンルにチャレンジ！

（ダンス部）

Pick Up

ロングスカートが好き。
ユルくて可愛いし足も
隠せるし一石二鳥♡

（チアリーダー部）

Pick Up

肩幅が入らない！体型
がしっかりし過ぎて可
愛い服が似合わない！

（チアリーダー部）

Pick Up

太ももが入らない！日
焼けして色黒になるか
らパステルカラーが似
合わない！

（ラクロス部）

Pick Up

特集日体大の女子力

❶雑誌の
   モデルさん
❷田中  美保
❸友達 

図書館には、スポー
ツ誌以外にもファッ
ション雑誌がちらほ
ら。 女 子 力 Ｕ Ｐ の
勉 強 にも日体 大 の
図書館は最適！

ファッションリーダー

ブーツ+インソールで
足長効果♬

（新体操クラブ）

Pick Up

身長高いけれど普通
にヒール。でも歩き
やすいから基本はス
ニーカー

（ダブルダッチサークル）

Pick Up

ハンドボール部
細江  みづき

体育学部  体育学科  ４年

ソフトボール部
岡野  翔子

児童スポーツ教育学部
児童スポーツ教育学科  ２年

ダブルダッチサークル
榎本  正恵

児童スポーツ教育学部
児童スポーツ教育学科  ２年

ダンス部
清水  麻紀

体育学部  武道学科  ４年

新体操クラブ
保坂  日菜

体育学部  体育学科  ３年

ラクロス部
松野  菜々

体育学部  体育学科  ４年

剣道部
髙野  実咲

体育学部  武道学科  ２年

チアリーダー部
髙橋  美公

体育学部  体育学科  ４年
サッカー部

繁   静里香
体育学部  体育学科  ４年

バレーボール部
宮城  果歩

体育学部  体育学科  ４年

なぎなた同好会
山本  美咲

体育学部  武道学科  ２年



スノーボード
子出藤  歩夢 （ねでふじ  あゆむ）

体育学科2年。北海道出身。2013年にスペインのシエラネバ

ダで開催されたワールドカップで銀メダルを獲得。日体大進学

後も数々の国際大会で活躍。2014年1月の米国グランプリでは

日本人1位で予選を突破、今季W杯第一戦で4位に入った実績

が評価されてオリンピックの出場権を獲得した。

［男子ハーフパイプ予選出場］

ソ
チ
冬
季
五
輪
に
学
生・卒
業
生
7
名
が
参
加

スピードスケート
藤村  祥子 （ふじむら  しょうこ）　

宝来中央歯科所属。体育学科卒。北海道

出身。2013年８月のビホロ100キロデュア

スロン（ラン20キロ、自転車80キロ）で総合

優勝。2013年12月のソチ五輪代表選考会

では、会心のレースで3000メートル、5000

メートルの２冠を達成し、初のオリンピック

代表入り。

［女子3000m15位、女子5000m10位］

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
1
4
に
は
、
ト
リ
ノ
2
0
0
6
の
3
名
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
2
0
1
0
の
4
名
を
上
回
る
、
7
名
の
本
学
学
生
・
関
係
者
が
参
加
し
た
。

残
念
な
が
ら
思
う
よ
う
な
結
果
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
社
会
体
育
学
科
2
年
生

　
青
野
令
、
体
育
学
科
2
年
生

　
子
出
藤
歩
夢
の
2
名
の
現
役
学
生
が
出
場
す
る
な
ど
、
今
後
に
期
待
を
つ
な
げ
る
大
会
と
な
っ
た
。

スノーボード
青野　令 （あおの  りょう）　

社会体育学科2年。愛媛県出身。2006-07シーズンにはワー

ルドカップで3連勝。日本人男子として初めてワールドカップの

総合優勝を成し遂げる。2009年には日本人としては初めて世

界選手権を制し、同年のワールドカップで2度目の総合優勝。

2010年のバンクバー五輪では9位入賞を果たす。

［男子ハーフパイプ予選出場］

自分にとって夢の舞台に立つことができ、この上な
い喜びです。日体大の現役学生として出場していること

は常に意識していました。悔いが残る結果となり、応援して
くださった皆さんには申し訳ない気持ちです。プレッシャーの
中で、コースに出てからは気持ちが高ぶり、伸び伸びと滑る
ことができたと思います。2018年の平昌大会（大韓民国）に
向け、これからの学生生活において、一から計画を練り直し
て練習に励みます。

2回目の五輪ということもありリラックスして臨むこと
ができました。日体大の代表として出場できたことをとて

も嬉しく思っています。満足できる滑りができず、期待に応えら
れなかったことは残念でなりません。この悔しさをバネに、次
大会はメダルを狙いたいと思います。まずは大学でしっかり勉
強すること、そして技術を広げるための新しいスポーツにも挑
戦したい。4年後に向けて日々の努力を積み重ねていきたいと
思います。

　[   ]はソチ五輪における競技結果
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スピードスケート
上條  有司 （かみじょう  ゆうじ）　

日本電産サンキョー所属。体育学科卒。

長野県出身。主に国内で活躍し、2010

年はジャパンカップの500メートルで優

勝。2011年全日本距離別選手権大会の

1000メートルでは2位に入り表彰台に立

つ。2013年は12月に行われたソチ五輪

代表選考会の500メートルで４位に入り、

初のオリンピック出場を決めた。

［男子500m20位］

ショートトラック
坂爪  亮介 （さかづめ  りょうすけ）　

タカショー所属。体育学科卒。群馬県出身。2011年

の冬季アジア大会は500メートルで銅メダル、5000メー

トルリレーで銀メダルを獲得。2012年の全日本距離

別ショートトラック選手権大会1000メートルで優勝する

など名実ともに日本のエースに成長。悲願の五輪出場

を果たす。

［男子1500m予選出場、男子1000m予選出場］

アイスホッケー
近藤  陽子 （こんどう  ようこ）　

SEIBUプリンセス ラビッツ所属。短期大学

部体育科卒。青森県出身。NWHLのオタ

ワレイダースにて38試合に出場、３ゴー

ル10アシスト13ポイントをマーク。世界選

手権など数々の国際経験を積み、2013年

までに日本代表として出場した試合数は

最多記録の「59」。五輪出場は長野以来

2回目。

［女子アイスホッケー8位］

パラリンピック開会式
「集団行動」を

清原伸彦名誉教授が指導
　開会式で、ロシア国旗、パラリンピックのシンボ

ルマークが鮮やかに形づくられ、会場の大歓声を

浴びた。これを指導したのは、本学の清原伸彦名

誉教授である。昨年9月、式を演出する海外のプロ

デューサーから声がかかった。日体大の集団行動の

映像を見たことがきっかけだという。

　五輪、パラリンピックはもちろん、海外での指導

も初めて。清原教授は「まさかオファーが来るなん

て想像もしていなかった」と話す。126人のロシア人

を正しい姿勢から歩き方まで徹底的に指導して開会

式に臨んだ。

　「集団行動を通して、思いやりの心を学んでほしい。

他の国でも誘いがあればぜひやってみたい」と夢が

ふくらむ。日体大スピリットが世界の架け橋となるこ

とだろう。

清原伸彦  名誉教授
水球部監督を務め、21年にわたり国内公式戦で376連勝の偉
業を成し遂げる。体育発表実演会での集団行動を45年間指導
する。

　　　　　　アルペンスキー
　　　　　小池  岳太 （こいけ  がくた）

　セントラルスポーツ所属。社会体育学科卒。長野

県出身。トリノ、バンクーバーに続く3回目の出場。年

４回の海外遠征をこなし、20～30の国際試合に参戦。

2013年のＷ杯では回転8位、滑降8位と順位を上げた。

さらにスペインで開催された同年の世界選手権では、

大回転で７位の好成績を収めている。

［男子スーパー大回転9位、男子スーパー複合9位、

男子大回転9位］

　ソチ（ロシア）を舞台に、2014年2月7日から23日
までの17日間開催。冬季史上最も多い87の国と地
域から選手が集い、7競技98種目が行われた。日本
勢は選手113名、役員135名が参加。計8個（金1、
銀4、銅3）のメダルを獲得し、1998年の長野大会の
10個に次ぐ結果となった。パラリンピックは2014年
3月7日から16日まで開催され、日本から選手20名、
コーチ・役員等35名が参加した。

Paralympic パラリンピック

写真提供：フォート・キシモト10



スポーツとはなにか？　人や社会のためにどうあるべきなのか？
悩みや疑問を抱いたら、スポーツ哲学の門をたたいてほしい。

スポーツは人間が行う営みである。そこでは、喜びや感動がある一方で、当然さまざまな悩みや葛藤も生まれてくる。競技そのものや社
会について疑問を抱くこともあるだろう。考えることで、人は成長し、スポーツは進化する。身近な問いから、人やスポーツの本質に導い
てくれる「スポーツ哲学」の世界について、関根正美教授に紹介してもらった。

＜体育科学研究科　博士前期課程　体育科学コース　スポーツ文化・社会科学系＞

ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
、
人
や
社
会
の

あ
り
よ
う
を
探
求
す
る

―
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
専
門
の
「
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
」
は
、
い
わ
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
と
は
な
に
か
？
そ
の
本
質
を
考
察
す
る
学
問
と
言
え
ま
す
。

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
観
戦
し
た
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
開
催
が
決
ま
っ
た
2
0
2
0
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
人
々
は
大
き
な
夢
や
期
待
を
抱
い

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
人
々

に
希
望
や
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ

の
力
が
現
代
社
会
で
は
非
常
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
が
人
々
に
夢
や
力
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
こ
う
し
た
根
源
的
な
問
い
を
追

求
す
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
の
一
つ
の
立
場
で
す
。
言
い
換
え

れ
ば
、
人
間
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
と
は
な
に
か
？
を
考
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
れ
ば
、
逆
に
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
う
か
ら
人
や
社

会
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ

哲
学
の
課
題
で
す
。
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
例
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、い
ま
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
人
々
も
、
ス
ポ
ー
ツ
す

る
こ
と
、
体
を
使
っ
て
な
に
か
を
表
現
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
な
に
が
あ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
に
、
現

代
社
会
や
人
の
姿
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
。
大
き
な
広
が
り
を
持
ち
、
知
的
好
奇
心

を
刺
激
す
る
学
問
と
言
え
ま
す
。

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
？

　

ス
ポ
ー
ツ
哲
学
は
、
教
育
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
他
分

野
の
よ
う
に
、
ト
レ
ン
ド
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
基
本
的
に
、
院
生
が
そ
れ
ま
で
の
競
技
経
験
や
生
き
方

を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心
に
沿
っ
た
テ
ー

マ
を
選
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
美
的
ス
ポ
ー
ツ
は
芸
術
と
い
え
る
の
か
ど
う

か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
し
て
い
る
博
士
後
期
課
程
の

院
生
が
い
ま
す
。
そ
の
院
生
は
新
体
操
で
か
な
り
の
レ
ベ
ル

の
選
手
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
新
体
操
は
、
非
常
に
芸
術
的
要

素
の
高
い
競
技
で
す
。
芸
術
を
評
価
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
勝
敗
と
は
別
に
芸
術
性
を
評
価
さ
れ
る
意
味
は

何
か
。
そ
の
院
生
は
、
こ
の
よ
う
な
自
身
の
悩
み
に
向
き
合

お
う
と
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。
表
現
が
加
わ

る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
ど
う
成
立
す
る
の
か
。
競
技
に

な
る
こ
と
で
厳
し
い
ル
ー
ル
や
採
点
基
準
が
設
け
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
客
観
性
を
ど
う
保
証
す
る
の
か
。
一
方
で
、
客
観

的
過
ぎ
る
と
競
技
の
魅
力
が
薄
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、

競
技
の
魅
力
が
薄
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
疑
問

が
深
淵
な
問
い
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
や
水
泳

な
ど
、
記
録
だ
け
で
計
ら
れ
る
競
技
と
の
違
い
、
芸
術
的
要

素
の
強
い
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
い
っ
た
、
本
質
的
な
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

―
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
の
研
究
の
進
め
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
哲
学
の
研
究
は
、
文
献
解
釈
が
基
本
に
な
り
ま

す
。
前
述
の
院
生
の
例
で
紹
介
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術

論
に
つ
い
て
の
文
献
を
探
し
て
、
院
生
と
私
で
、
逐
一
読
み

合
わ
せ
を
し
て
解
釈
し
て
い
き
ま
す
。
辞
書
や
参
考
文
献
を

傍
ら
に
置
い
て
、
一
字
一
句
、
記
述
を
確
認
し
な
が
ら
、
著

者
の
批
判
点
や
背
景
を
解
明
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、

文
献
解
釈
に
立
脚
し
て
、
今
度
は
院
生
自
身
の
問
題
意
識

を
論
理
的
に
組
み
立
て
て
、
言
葉
で
概
念
化
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
文
献
を
読
み
、
議
論
を
重
ね
る
と
い
う
地
道

な
作
業
の
積
み
重
ね
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
疑
問
が
明
ら
か

に
な
っ
た
り
、
新
た
な
視
点
に
気
づ
い
た
り
す
る
興
奮
や
楽

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

日
体
大
と
い
う
環
境
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
に
挑
む

―
先
生
が
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
の
道
に
進
ん
だ
理
由
は
な
ん

で
し
ょ
う
？

　

大
学
時
代
、
専
攻
と
し
て
西
洋
哲
学
を
学
ぶ
一
方
、
卓
球

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
競
技
を
や
っ
て
い
る
と
、
当
然

苦
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
単
位
に
も
な
ら
な
い
し
、
お
金

に
も
な
ら
な
い
し
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
る
と
き
に
、
な
ぜ
自
分
は
練
習
や
試
合
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
で
も
、自
分
は
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
魅
力
は
な
ん
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
悩
み
や
疑
問
と
、も
っ

と
強
く
な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
日
々
部
活

動
に
励
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。

関根正美 教授
筑波大学大学院博士課程体育科学研究科
体育科学専攻満期退学。博士（体育科学）。
岡山大学教育学部講師、准教授、大学院
教育学研究科教授を経て現職。日本体育
学会（「国際誌」編集委員）、日本体育学会
体育哲学領域（「体育哲学研究」編集委員）、
日本体育・スポーツ哲学会（理事、編集委
員長）ほかに所属。ハンス・レンクをはじめ
とするスポーツ哲学を中心に、スポーツ倫
理学、生涯学習をテーマとした研究にも取
り組む。
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に
変
化
す
る
な
か
で
、
現
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
理
念
を
貫
く
か
、
あ
る
い
は

ど
の
よ
う
に
現
状
を
変
え
て
い
っ
た
ら
い
い
か
、
そ
う
い
っ
た

根
本
思
想
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
ス
ポ
ー
ツ
哲
学

は
提
唱
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

日
体
大
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
研
究
す
る
う
え
で
最
高

の
環
境
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、
と
て
も
素
晴
ら
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
の
テ
ー
マ
の
新
た
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
を
本
格
的
に
や
り
た
い
と
考
え
、
着
手
し

始
め
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ス
・
レ
ン
ク
の
著
作
の
翻
訳
な
ど
も
行

い
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
、
国
際
平
和
、
現
代
の
人
や
社
会
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
く
構
想
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
哲
学
を
学
ぶ
の
に

資
格
も
免
許
も
い
ら
な
い

―
日
体
生
な
ら
で
は
の
研
究
が
期
待
で
き
る
分
野
で
す

ね
　

文
献
解
釈
が
基
本
に
な
り
ま
す
が
、
哲
学
そ
の
も
の
が
い

ま
現
実
に
生
き
て
い
る
日
常
と
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
は
力
を

持
ち
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
が
い
ま
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、

あ
る
い
は
日
常
の
な
か
で
人
間
と
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
る
の
か
、
こ
う
い
っ
た
理
解
を
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
に
携
わ
る

者
は
実
感
と
し
て
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
の
研

究
室
で
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
論
を
手
が
け
て
い
る
院
生
も
、
部
の

コ
ー
チ
を
し
た
り
、
審
判
と
し
て
学
生
の
試
合
に
対
応
し
た

り
、
い
ま
の
競
技
の
現
状
に
か
か
わ
り
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
矛
盾
を
感
じ
な
が
ら
、
問

題
意
識
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
意
味
で
、
日
体
生
は
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
を
学
ぶ
う
え
で
最
良

の
環
境
に
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
に
取
り
組
む
基
盤
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
。
ま
ず
は
、
競
技
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
学
生
た
ち

へ
。
自
分
が
な
ぜ
競
技
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
先
に
な
に
が
あ
る
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
そ
れ

を
達
成
し
て
い
く
意
味
は
な
に
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
少
し

で
も
疑
問
を
持
っ
た
な
ら
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
の
研
究
室
は

大
歓
迎
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
、
そ
の
問
い
を
考

え
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
体
育
教
員
を
目
指
し
て
い
る
学
生
た
ち
へ
。
教

員
に
な
っ
て
授
業
を
す
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
子
ど
も
、

不
得
意
な
子
ど
も
に
出
会
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、

不
得
意
な
子
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
の
か
、
あ
る
い
は
い
っ
た
い
な
に
を
教
え
た
ら
い
い

の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
る
こ
と
は
ど
う
い
っ
た
価
値
を
持
つ

の
か
、
そ
ん
な
悩
み
を
抱
い
た
ら
、
す
で
に
ス
ポ
ー
ツ
哲
学

の
入
口
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
哲
学
に
は
資
格
も
免
許
も
い
り
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
疑
問
や
悩
み
を
抱

い
た
ら
、
気
軽
に
門
を
た
た
い
て
く
だ
さ
い
。

―
最
後
に
、
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
体
生
は
熱
心
で
知
的
好
奇
心
に
満
ち
た
学
生
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
単
に
資
格
や
就
職
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

純
粋
に
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
を
感
じ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
非
常
に
知
的
な
営
み
で
す
。
日
々
行
っ
て
い

る
努
力
に
お
い
て
、
ぜ
ひ
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
実
践
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
と
い
い
ま
す
が
、
好

き
の
正
体
は
な
ん
で
し
ょ
う
。達
成
感
、人
と
関
わ
れ
る
喜
び
。

そ
う
考
え
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
は
自
分
自
身
や
と
も
に
プ
レ
ー

す
る
仲
間
、
見
て
い
る
人
た
ち
に
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
幸
福
と
は
な
に
か
を
追
求
し
て
い
く

と
、
生
き
る
意
味
、
本
質
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

記
録
や
成
績
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
で
す
。
そ

れ
ま
で
の
苦
し
い
努
力
も
報
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
困

難
や
挫
折
に
向
き
合
っ
た
と
き
、
自
分
と
向
き
合
い
そ
の
意

味
を
見
出
す
こ
と
で
、
強
く
し
な
や
か
な
バ
ネ
の
よ
う
に
壁

を
乗
り
越
え
、
人
間
的
に
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
哲
学
は
世
の
中
を
も
動
か
す
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
教
育
現
場
、
企
業
、
地
域
社
会
で
活
躍
し
て
い
く

う
え
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
に
し
て
、
自
分
自
身
や
社
会
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
考
え
を
語
れ
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
に
な
る

で
し
ょ
う
し
、
世
の
中
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
日
体
生
が
時
代
を
リ
ー
ド
す

る
存
在
と
な
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
に
興
味
を
思
っ
て

く
れ
た
皆
さ
ん
に
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
専
攻
で
は
、
実
存
哲
学
に
非
常
に
興
味
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。
人
間
は
な
ぜ
生
き
る
の
か
、
疑
問
や
悩
み
を

抱
え
た
自
分
が
い
る
け
れ
ど
も
そ
れ
で
も
生
き
続
け
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
正
解
の
な
い
問
い
を
考
え
続
け
て
い

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
が
結
び
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
へ
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
競
技
を
や
る
の
か
。
な
ぜ
生
き
る
の

か
。
ど
う
生
き
る
べ
き
か
。
い
ま
思
え
ば
、
漠
然
と
も
っ
て
い

た
疑
問
が
、
大
学
時
代
の
勉
強
や
部
活
動
で
一
気
に
顕
在
化

し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
は
気
晴
ら
し
、
楽

し
む
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
っ
と

深
く
人
間
の
生
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
だ
ん

だ
ん
と
学
問
の
世
界
に
導
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

―
競
技
か
ら
研
究
へ
。
さ
ら
に
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
た

き
っ
か
け
は
？

　

学
位
論
文
で
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ハ
ン
ス
・
レ
ン
ク

（
H
a
n
s 

L
e
n
k
）を
研
究
し
ま
し
た
。
恩
師
と
同
氏
の

親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ン
ス
・
レ
ン
ク
は
、

国
際
的
な
哲
学
の
学
会
の
会
長
を
務
め
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

哲
学
者
で
あ
る
一
方
、
1
9
6
0
年
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。
1
2
0
冊
以
上
の
著
作

を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
専
門
の
一
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
を
掲

げ
て
お
り
、
い
わ
ば
こ
の
分
野
の
先
駆
者
と
言
え
ま
す
。
そ

の
思
想
を
研
究
し
、『 

H.
レ
ン
ク
の
ス
ポ
ー
ツ
哲
学
に
関
す

る
研
究 

』
と
い
う
テ
ー
マ
で
博
士
論
文
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ス
・
レ
ン
ク
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
多
く
記

述
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
い
ま
な
お
課
題
は
抱
え

て
い
る
が
、
そ
れ
を
克
服
す
る
形
で
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
人
間
に
と
っ
て
の
一
つ
の
理
念
で
あ
り
理
想
で
あ
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
身
を
向
上
さ
せ
、

さ
ら
に
は
文
化
・
国
籍
な
ど
様
々
な
差
異
を
超
え
、
友
情
、

連
帯
感
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
も
っ
て
理
解
し
合
う
こ

と
で
、
平
和
で
よ
り
よ
い
世
界
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
と
い

う
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
提
唱
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
る
べ
き

姿（
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
）が
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
続
け
て
い
く
こ

と
は
可
能
な
の
か
。
社
会
情
勢
、
経
済
構
造
が
時
代
と
と
も
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　日本体育大学は、建学の精神（理念）を「真に豊かな国家・社会を実現するためには、体育・スポーツ

の普及・発展を積極的に推進し、健全な心身を兼ね備えた全人格的な人間を数多く育成することが肝要で

ある。」と掲げ、1891年に設立の日本体育会を母体とし、1893年に体育教員養成機関（日本体育会体操

練習所）としてその歴史を刻み始めて以来、120年以上にわたり、一貫してスポーツを通してすべての人々

の願いである「心身の健康」を育み、かつ優秀な競技者・指導者の育成を追及し続けてきました。

　平成23年6月に「スポーツ基本法」が制定され、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは全て

の人々の権利であるとし、スポーツは、青少年の健全育成や、地域社会の再生、心身の健康の保持増進、

社会・経済の活力の創造、我が国の国際的地位の向上等国民生活において多面にわたる役割を担うとさ

れています。これを受けて、平成24年3月にスポーツ基本計画が策定され、スポーツの推進に関する基本

的な計画が明らかとなりました。

　この中では、基本方針のキーワードとして「する人」、「観る人」、「支える（育てる）人」があげられ、人々

が生涯にわたってスポーツに親しむことができる環境を整えるものとすると謳われています。そして、実現の

ための方針と具体的方策が以下の7項目によって掲げられています。

①子どものスポーツ機会の充実

②ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

③住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備

④国際競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備

⑤国際競技大会の招致・開催等を通じた国際貢献・交流の推進

⑥スポーツ界の透明性、公平・公正性の向上

⑦スポーツ界の好循環の創出

　これらのことは、冒頭に記したとおり、本学が創立以来目標として実践・推進してきたことと合致するもの

であり、本学の専門分野であるスポーツ科学の研究と合わせて、社会に向けて発信・提供し続けてきたも

のでもあります。

　これまで、本学は地域社会との連携を推進する部署として、学長室、地域・社会貢献推進室、学生支援

センターなどがあり、各自治体、NPO団体、学校等の体育・スポーツに関する各種の協力要請に基づいた

貢献活動、あるいは地域住民を対象とした体力測定、さらには学校教育現場の補助、公開講座、図書館

の利用開放などを積極的に展開してきました。このたび、2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催

決定を受け、本学ではスポーツ基本法と基本計画が定める目標を高い次元で達成するために、地域特有

の体育・スポーツに関する課題を教職員と学生が共有し、地域の自治体や各種の団体・学校等と協力して

これらの解決につながるこれまでの実績ある各種の活動をさらに発展させることを目指すことになりました。

ついては、大学の組織改革を行い「日本体育大学社会貢献推進機構」を発足させ、地域の自治体等との

連携・協力関係を構築し、さらには、本学卒業生で組織された同窓会とも連携して全国的な活動へとつなげ、

地域ひいては我が国全体の活性化につながる取組みを推進します。

開かれた大学を標榜する本学が、さらなる組織改革を行う。「日本体育大学社会貢献推進機構」を

発足させ、地域社会はもとより全国で活躍する卒業生とのネットワークを強化し、体育・スポーツを

通した社会貢献を加速する。日体大に関わるすべての人々がその使命を認識し、協働することを期

待したい。

日本体育大学の
社会貢献計画

本
学
の
社
会
貢
献
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

日
本
体
育
大
学
の
社
会
貢
献
推
進
事
業
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　日本体育大学と自治体等で地域社会連携本部を設置して、事業方針・計画を決定する。この決定を受け、
日本体育大学社会貢献推進機構が日本体育大学のキャンパス、あるいは、各地域において「する」「観る」「支
える（育てる）」の活動を推進する。自治体等は、各種の活動を連携・協力支援（必要に応じて連携本部に意
見等を述べる。）する。組織と活動の

仕組み

各種の地域社会貢献活動
（する、観る、支える＜育てる＞）

東京・世田谷
キャンパス

東京都
世田谷区

（自治体等）
他の地域

・各種競技大会の観戦
・運動部の練習観覧
・体育研究発表実演会

実演会への招待、練習の公開、
DVD制作など

大
学
が
有
す
る
資
源（
シ
ー
ズ
）の
提
供

及
び
地
域
ニ
ー
ズ
の
調
査

教
育
の
場
、研
究
材
料
の
提
供
及
び

活
動
成
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

W
G

W
G

W
G

（機構長＝日本体育大学学長）

日本体育大学社会貢献推進機構
（事務局＝スポーツプロモーション・オフィス）

地域教育活動委員会
地域研究活動委員会

地域社会貢献活動委員会

地域の人々が

日本体育大学における取組み（教育・研究・社会貢献）
○学生支援センターと連携した教育改革（カリキュラム改正）

・地域志向科目の設定、シラバスの改訂による学生教育etc
○総合スポーツ科学研究センターと連携した研究活動

・健康増進、体力向上、競技力向上等に関する研究成果etc
○日本体育大学社会貢献推進機構による活動の充実

　地域が抱える体育・スポーツに関する課題等を本学教職員・学生が共通認識し、課題解決に向けた「する」「観
る」「支える（育てる）」各種の取組みを自治体や学校等と連携・協力して推進し、当該地域の活性化と良好
なスポーツ環境の構築、アスリートの発掘・育成、実践力を備えた指導者の養成を実現する。加えて、これ
らの活動を通じて社会人としての実践的な資質・能力が獲得可能となるカリキュラム改革を実施するとともに、
研究活動により得た成果を社会に還元するなどして、課題解決に資することを目指す。

地域が抱える
体育・スポーツに関する

各種の課題等
マッチング

マッチング

マッチング

・スポーツ教室（ジュニア、シニア、親子）
	 サッカー、バドミントン、野球、バレー

ボール　など
・体育測定（骨密度測定）
・授業、部活動の支援
・その他のイベント

スポーツの場の提供、選手育成・発掘、
教員養成など

・住民の活動支援
・各種公開講座の開設
・指導者等講習会
・防犯、防災、美化運動

地域行事への支援、勉強会、
防犯・美化など

自治体や
教育機関等と

連携・協力

本学が地域指向で教育・研究・社会貢献を推進する意義について、学生は
3学部共通科目、教員はFD、事務職員はSDにより、共通理解を図る。

実施計画と
目標

・スポーツへの興味・意欲
・スポーツ文化の向上
・地域の一体化の促進
・体育・スポーツへの理解

観る

好循環を創出 外部評価

する

することを 支える
（することを育てる）

・スポーツアスリートの発掘・育成
・競技力の向上
・人と人の絆の醸成
・健康の維持・増進
・スポーツへの興味・意欲の醸成
・地域のスポーツ指導者養成

・地域社会の活性化
・「知」の獲得
・指導者等の育成

横浜・健志台
キャンパス

横浜市
青葉区

（自治体等）
他の地域 地域社会連携本部

（事業方針・計画の決定）
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■日本体育大学大学院　体育科学研究科

■日本体育大学　体育専攻科

■日本体育大学　体育学部　編入学

■日本体育大学　体育学部

■日本体育大学　保健医療学部 志願者数 受験者数 合格者数

※（　　）内は女子内数　　※倍率＝受験者数÷合格者数
平成26年3月14日現在アドミッションセンター

※帰国子女は一般入試に含む

※帰国子女は一般入試に含む

Ⅱ期で1名欠席

Ⅱ期で1名欠席

※ＡＯ入試はトップアスリートＡＯ入試、各学科ＡＯ入試、併設校ＡＯ入試、地域ブロックＡＯ入試を含む。
※推薦入試は推薦入試（Ⅰ期）、推薦入試（Ⅱ期）を含む。
※一般入試は一般入試Ａ方式、一般入試Ｂ方式、帰国生入試、外国人留学生入試、リカレント入試を含む。
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。 

2 （1）2 （1）2 （1）

■日本体育大学女子短期大学部　専攻科保育専攻

※一般入試は、Ⅱ期試験を含む

※帰国子女特別選抜は一般入試に含む

■日本体育大学　児童スポーツ教育学部　児童スポーツ教育学科

※ＡＯ入試はトップアスリートＡＯ入試、学科ＡＯ入試、併設校ＡＯ入試、地域ブロックＡＯ入試を含む。 
※推薦入試は推薦入試Ⅰ期、推薦入試Ⅱ期を含む。
※一般入試は一般入試前期（A方式）、一般入試後期（B方式）、外国人留学生入試、飛び入学入試を含む。
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。
※帰国生入試、リカレント入試は出願なし。    

※ＡＯ入試は学科ＡＯ入試、併設校ＡＯ入試を含む。
※一般入試は一般入試前期、一般入試後期を含む。
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。
※帰国生入試、リカレント入試は出願なし。

※一般入試は一般入試前期、一般入試後期を含む。    
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。

体育学科

志願者数区　　　分 受験者数 合格者数 倍率

健康学科

武道学科

社会体育学科

合 計

A O
推 薦
一 般
学科計
A O
推 薦
一 般
学科計
A 　 O
推 薦
一 般
学科計
A O
推 薦
一 般
学科計
A O
推 薦
一 般
総合計

 473 （162）
 526 （175）
 1446 （319）
 2445 （656）
 61 （42）
 23 （16）
 568 （188）
 652 （246）
 112 （24）
 36 （7）
 68 （21）
 216 （52）
 120 （50）
 37 （17）
 692 （148）
 849 （215）
 766 （278）
 622 （215）
 2774 （676）
 4162 （1169） 

 466 （160）
 526 （175）
 1410 （309）
 2402 （644）
 61 （42）
 23 （16）
 559 （187）
 643 （245）
 111 （24）
 36 （7）
 65 （21）
 212 （52）
 119 （50）
 37 （17）
 676 （143）
 832 （210）
 757 （276）
 622 （215）
 2710 （660）
 4089 （1151）

 172 （62）
 446 （143）
 181 （39）
 799 （244）
 27 （20）
 18 （14）
 200 （68）
 245 （102）
 86 （23）
 33 （5）
 31 （11）
 150 （39）
 46 （21）
 23 （11）
 195 （33）
 264 （65）
 331 （126）
 520 （173）
 607 （151）
 1458 （450）

2.71 
1.18 
7.79 
3.01 
2.26 
1.28 
2.80 
2.62 
1.29 
1.09 
2.10 
1.41 
2.59 
1.61 
3.47 
3.15 
2.29 
1.20 
4.46 
2.80 

区　　　分
志願者数 受験者数 合格者数

博士前期課程

スポーツ文化・社会科学系
ト レ ー ニ ン グ 科 学 系
健康科学・スポーツ医科学系
コ ー チ ン グ 学 系
スポーツ教育・健康教育学系
合 計

 4 （1）
 17 （6）
 9 （4）
 28 （7）
 8 （4）
 66 （22）

 4 （1）
 16 （5）
 8 （4）
 28 （7）
 8 （4）
 64 （21）

 4 （1）
 11 （4）
 4 （2）
 23 （6）
 8 （4）
 50 （17）

区　　　分
志願者数 受験者数 合格者数

博士後期課程

スポーツ文化・社会科学系
ト レ ー ニ ン グ 科 学 系
健康科学・スポーツ医科学系
教 育 ・ コ ー チ ン グ 学 系
合 計

 3 （0）
 5 （1）
 4 （1）
 3 （1）
 15 （3）

 3 （0）
 5 （1）
 4 （1）
 3 （1）
 15 （3）

 2 （0）
 5 （1）
 3 （0）
 3 （1）
 13 （2）

志願者数区　　　分 受験者数 合格者数 倍率

救急医療学科

整復医療学科

合 計

推 薦
一 般
合 計
推 薦
一 般
合 計
推 薦
一 般
合 計

 56 （24）
 73 （23）
 129 （47）
 42 （9）
 77 （10）
 119 （19）
 98 （33）
 150 （33）
 248 （66）

 56 （24）
 70 （20）
 126 （44）
 42 （9）
 69 （9）
 111 （18）
 98 （33）
 139 （29）
 237 （62）

 52 （22）
 69 （20）
 121 （42）
 42 （9）
 67 （9）
 109 （18）
 94 （31）
 136 （29）
 230 （60）

1.08 
1.01 
1.04 
1.00 
1.03 
1.02 
1.04 
1.02 
1.03 

志願者数区　　　分 受験者数 合格者数 倍率

幼 児 教 育
保 育 コ ー ス

児童スポーツ
教 育 コ ー ス

合 計

Ａ Ｏ
推 薦
一 般
合 計
Ａ Ｏ
推 薦
一 般
合 計
Ａ Ｏ
推 薦
一 般
合 計

 53 （29）
 62 （34）
 643 （212）
 758 （275）
 55 （52）
 49 （43）
 114 （81）
 218 （176）
 108 （81）
 111 （77）
 757 （293）
 976 （451）

 51 （28）
 62 （34）
 627 （204）
 740 （266）
 54 （51）
 49 （43）
 110 （78）
 213 （172）
 105 （79）
 111 （77）
 737 （282）
 953 （438）

 20 （14）
 60 （32）
 148 （53）
 228 （99）
 17 （17）
 26 （21）
 14 （10）
 57 （48）
 37 （31）
 86 （53）
 162 （63）
 285 （147）

2.55 
1.03 
4.24 
3.25 
3.18 
1.88 
7.86 
3.74 
2.84 
1.29 
4.55 
3.34 

志願者数 受験者数 合格者数

494949

志願者数区　　分

Ⅰ期

Ⅱ期

受験者数 合格者数

 110 （110）

 15 （10）

 110 （110）

 15 （10） 

 103 （103）

 8 （5）

平成25年度［学友会運動部 優勝団体一覧］ 学生支援センター  生活支援部門  調べ　　　
情報は新聞各紙（日体大スポーツ含む）・インターネットからの抜粋

クラブ名 種目 氏名大会名

■アーチェリー部	 第52回全日本学生アーチェリー王座決定戦	 男子団体				  
■ウエイトリフティング部	 第10回全日本学生ウエイトリフティング選抜大会	 77kg級	 山本　俊樹（H25卒）			 
■カヌー部	 全日本学生選手権	 K-2  5,000m	 桒原　寛樹（H25卒）	 野沢　秀平（3）		
	 第3回全日本学生カヌー長距離選手権大会	 C-1 15,000m	 井澤　一彰（3）			 
■剣道部	 第61回全日本学生剣道選手権大会 	 個人戦	 村瀬　諒（3）			 
■自転車競技部	 第54回全日本学生選手権トラック自転車競技大会	 男子ポイントレース	 倉林　巧和（H25卒）			 
		  女子ポイントレース	 小島　蓉子（H25卒）			 
		  500mTT	 小島　蓉子（H25卒）			 
		  １kmTT	 山内　厚二（4）			 
		  スクラッチ	 河内　一晟（4）			 
	 第25回 全日本学生選手権個人ロードTT自転車競技大会	 女子個人TT	 小島　蓉子（H25卒）			 
■柔道部	 第27回ユニバーシアード競技大会	 男子66kg級				  
■少林寺拳法部	 世界大会 組演舞	 男子三段の部	 白椿　有弥（3）	 下山　祥来（2）		
		  女子三段以上の部	 稲川　真理（H25卒）	 畔蒜　みく（3）		
	 全日本学生大会 組演舞	 男子団体				  
		  女子二段以上の部	 稲川　真理（H25卒）	 畔蒜　みく（3）		
		  女子初段の部	 林　恵理子（4）	 野井　加奈子（4）		
		  男子初段の部	 田村　龍（2）	 栁田　佳祐（2）		
		  運用法	 松尾　裕太（H25卒）			 
■水泳（競泳ブロック）	 第89回全日本学生水泳競泳大会	 女子団体				  
		  200m個人メドレー	 清水　咲子（4）			 
		  400m個人メドレー	 大塚　美優（2）			 
		  100m背泳ぎ	 赤瀬　紗也香（2）			 
		  200m背泳ぎ	 赤瀬　紗也香（2）			 
		  100m平泳ぎ	 小関　也朱篤（H25卒）			 
■水泳（水球ブロック）	 第89回日本学生選手権水泳競技大会水球競技 	 女子団体				  
		  男子団体				  
	 第89回日本選手権水泳競技大会水球競技 　　  	 女子団体				  
		  男子団体				  
■水泳（飛込ブロック）	 第89回日本学生選手権水泳競技大会飛込競技大会	 女子団体				  
		  男子団体				  
		  ３m板飛込  	 坂井　丞（4）			 
	 日本選手権水泳競技大会飛込競技 	 ３m板飛込	 坂井　丞（4）			 
		  １m板飛込	 坂井　丞（4）			 
■スケート部	 第86回全日本学生氷上競技選手権スピード部門	 女子総合				  
		  500m	 黒岩　美生（3）			 
		  1,500m	 髙木　美帆（2）			 
		  2,000mリレー	 西端　瞳（4）　黒岩　美生（3）　
			   桜井　萌美（2）　髙木　美帆（2）
		  チームパシュート	 阿部　真衣（H25卒）  川口　愛莉（4）  山田　真以（3）	
■相撲部	 第91回 全日本学生相撲選手権大会	 個人戦	 一ノ瀬　康平（H25卒）			 
	 第68回 国民体育大会相撲競技会 	 成人の部	 中村　大輝（4）			 
■体操競技部	 第67回全日本学生体操競技選手権	 個人総合	 永井　美津穂（3）			 
■トライアスロン部	 2013年度日本学生デュアスロン選手権大会	 男子団体				  
		  男子	 小田倉　真（3）			 
■トランポリン競技部	 第４８回全日本学生選手権大会	 男子個人	 田崎　勝史（院１）				  
	 第５０回全日本トランポリン競技選手権大会	 女子シンクロナイズド競技	 佐竹　玲奈（2）　土井畑　知里（2）		
	 トランポリンワールドカップ２０１３ スペイン大会	 女子シンクロナイズド競技	 佐竹　玲奈（2）　土井畑　知里（2）		
■軟式野球部（女子）	 第２７回全日本大学野球選手権大会 	 女子チーム				  
	 第１９回女子軟式野球ジャパンカップ	 女子チーム				  
■バドミントン部	 第1回文部科学大臣杯争奪　全日本学生バドミントンミックスダブルス選手権大会		  藤巻　嵩寛（H25卒）	 本郷　由貴（H25卒）		
■フェンシング部	 第６６回全日本フェンシング選手権大会	 女子エペ個人戦	 堀川　こず恵（4）			 
■ライフセービング部	 第２６回全日本ライフセービング プール選手権大会	 団体総合				  
		  200mスーパーライフセーバー	 坂本　陸（3）			 
		  100mマネキントウ・ウィズフィン	 坂本　佳凪子（2）			 
		  4×50m障害物リレー女子				  
	 第２６回全日本ライフセービング種目別選手権大会	 2kmビーチラン	 山田　美月（3）			 
		  ビーチスプリント	 石井　雄大（4）			 
	 第２８回全日本学生ライフセービング選手権大会 男子団体	 ビーチスプリント	 石井　雄大（4）			 
		  1km×3ビーチリレー男子				  
		  1km×3ビーチリレー女子				  
		  スプリントリレー　男子				  
		  スプリントリレー　女子				  
	 第３９回全日本ライフセービング選手権大会 	 2kmビーチラン				  
		  スプリントリレー 男子				  
■ラグビー部	 第２６回女子ラグビー交流大会会長杯争奪　全国No.1チーム決定戦 	 女子チーム				  
■レスリング部	 全日本学生選手権＜フリースタイル＞	 男子55kg	 森下　史崇（H25卒）			 
		  女子55kg	 浜田　千穂（4）			 
	 全日本学生選手権＜グレコローマンスタイル＞	 男子55kg	 木村　洋貴（H25卒）			 
		  男子60kg	 松澤　力也（4）			 
		  男子74kg	 中村　隆春（H25卒）			 
		  男子96kg	 米平　安寛（H25卒）			 
	 全日本大学グレコローマン選手権	 男子団体				  
■チアリーダー部	 The 7th cheer Leading World Championships 	 （日本代表 オールフィメール）				  
■アルティメット・チーム	 全日本大学アルティメット選手権大会 	 ウィメン部門				  
■インラインホッケークラブ	 第16回JIHFインラインホッケー全日本選手権大会 B.Lプール	 女子団体				  
■エアロビクス同好会	 第13回全日本学生選手権大会	 女子シングル	 上田　真穂（H25卒）			 
		  女子フライト	 本庄　彩香（4）			 
■スカッシュ同好会	 第39回全日本学生スカッシュ選手権団体戦	 女子団体				  
■セパタクロー同好会	 第21回全日本学生セパタクロー選手権大会	 女子	 山口　のはら（H25卒）　中塚　直子（H25卒）		
■ダブルダッチサークル	 Japan open final 2014					   
■アクアスポーツ研究会	 全日本スポーツダイビング屋内選手権	 レスキュー男子	 川村　祐三（H25卒）			 
		  レスキュー女子	 中村　彩希（4）			 
■タッチラグビーサークル	 全日本学生選手権	 男子チーム				  
		  女子チーム				  
	 全日本選手権	 男子チーム				  
■フィンスイミングクラブ	 全日本学生選手権	 団体総合				  

（　）内は学年
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■日本体育大学大学院　体育科学研究科

■日本体育大学　体育専攻科

■日本体育大学　体育学部　編入学

■日本体育大学　体育学部

■日本体育大学　保健医療学部 志願者数 受験者数 合格者数

※（　　）内は女子内数　　※倍率＝受験者数÷合格者数
平成26年3月14日現在アドミッションセンター

※帰国子女は一般入試に含む

※帰国子女は一般入試に含む

Ⅱ期で1名欠席

Ⅱ期で1名欠席

※ＡＯ入試はトップアスリートＡＯ入試、各学科ＡＯ入試、併設校ＡＯ入試、地域ブロックＡＯ入試を含む。
※推薦入試は推薦入試（Ⅰ期）、推薦入試（Ⅱ期）を含む。
※一般入試は一般入試Ａ方式、一般入試Ｂ方式、帰国生入試、外国人留学生入試、リカレント入試を含む。
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。 

2 （1）2 （1）2 （1）

■日本体育大学女子短期大学部　専攻科保育専攻

※一般入試は、Ⅱ期試験を含む

※帰国子女特別選抜は一般入試に含む

■日本体育大学　児童スポーツ教育学部　児童スポーツ教育学科

※ＡＯ入試はトップアスリートＡＯ入試、学科ＡＯ入試、併設校ＡＯ入試、地域ブロックＡＯ入試を含む。 
※推薦入試は推薦入試Ⅰ期、推薦入試Ⅱ期を含む。
※一般入試は一般入試前期（A方式）、一般入試後期（B方式）、外国人留学生入試、飛び入学入試を含む。
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。
※帰国生入試、リカレント入試は出願なし。    

※ＡＯ入試は学科ＡＯ入試、併設校ＡＯ入試を含む。
※一般入試は一般入試前期、一般入試後期を含む。
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。
※帰国生入試、リカレント入試は出願なし。

※一般入試は一般入試前期、一般入試後期を含む。    
※一般入試合格者は補欠繰上合格者を含む。

体育学科

志願者数区　　　分 受験者数 合格者数 倍率

健康学科

武道学科

社会体育学科

合 計

A O
推 薦
一 般
学科計
A O
推 薦
一 般
学科計
A 　 O
推 薦
一 般
学科計
A O
推 薦
一 般
学科計
A O
推 薦
一 般
総合計

 473 （162）
 526 （175）
 1446 （319）
 2445 （656）
 61 （42）
 23 （16）
 568 （188）
 652 （246）
 112 （24）
 36 （7）
 68 （21）
 216 （52）
 120 （50）
 37 （17）
 692 （148）
 849 （215）
 766 （278）
 622 （215）
 2774 （676）
 4162 （1169） 

 466 （160）
 526 （175）
 1410 （309）
 2402 （644）
 61 （42）
 23 （16）
 559 （187）
 643 （245）
 111 （24）
 36 （7）
 65 （21）
 212 （52）
 119 （50）
 37 （17）
 676 （143）
 832 （210）
 757 （276）
 622 （215）
 2710 （660）
 4089 （1151）

 172 （62）
 446 （143）
 181 （39）
 799 （244）
 27 （20）
 18 （14）
 200 （68）
 245 （102）
 86 （23）
 33 （5）
 31 （11）
 150 （39）
 46 （21）
 23 （11）
 195 （33）
 264 （65）
 331 （126）
 520 （173）
 607 （151）
 1458 （450）

2.71 
1.18 
7.79 
3.01 
2.26 
1.28 
2.80 
2.62 
1.29 
1.09 
2.10 
1.41 
2.59 
1.61 
3.47 
3.15 
2.29 
1.20 
4.46 
2.80 

区　　　分
志願者数 受験者数 合格者数

博士前期課程

スポーツ文化・社会科学系
ト レ ー ニ ン グ 科 学 系
健康科学・スポーツ医科学系
コ ー チ ン グ 学 系
スポーツ教育・健康教育学系
合 計

 4 （1）
 17 （6）
 9 （4）
 28 （7）
 8 （4）
 66 （22）

 4 （1）
 16 （5）
 8 （4）
 28 （7）
 8 （4）
 64 （21）

 4 （1）
 11 （4）
 4 （2）
 23 （6）
 8 （4）
 50 （17）

区　　　分
志願者数 受験者数 合格者数

博士後期課程

スポーツ文化・社会科学系
ト レ ー ニ ン グ 科 学 系
健康科学・スポーツ医科学系
教 育 ・ コ ー チ ン グ 学 系
合 計

 3 （0）
 5 （1）
 4 （1）
 3 （1）
 15 （3）

 3 （0）
 5 （1）
 4 （1）
 3 （1）
 15 （3）

 2 （0）
 5 （1）
 3 （0）
 3 （1）
 13 （2）

志願者数区　　　分 受験者数 合格者数 倍率

救急医療学科

整復医療学科

合 計

推 薦
一 般
合 計
推 薦
一 般
合 計
推 薦
一 般
合 計

 56 （24）
 73 （23）
 129 （47）
 42 （9）
 77 （10）
 119 （19）
 98 （33）
 150 （33）
 248 （66）

 56 （24）
 70 （20）
 126 （44）
 42 （9）
 69 （9）
 111 （18）
 98 （33）
 139 （29）
 237 （62）

 52 （22）
 69 （20）
 121 （42）
 42 （9）
 67 （9）
 109 （18）
 94 （31）
 136 （29）
 230 （60）

1.08 
1.01 
1.04 
1.00 
1.03 
1.02 
1.04 
1.02 
1.03 

志願者数区　　　分 受験者数 合格者数 倍率

幼 児 教 育
保 育 コ ー ス

児童スポーツ
教 育 コ ー ス

合 計

Ａ Ｏ
推 薦
一 般
合 計
Ａ Ｏ
推 薦
一 般
合 計
Ａ Ｏ
推 薦
一 般
合 計

 53 （29）
 62 （34）
 643 （212）
 758 （275）
 55 （52）
 49 （43）
 114 （81）
 218 （176）
 108 （81）
 111 （77）
 757 （293）
 976 （451）

 51 （28）
 62 （34）
 627 （204）
 740 （266）
 54 （51）
 49 （43）
 110 （78）
 213 （172）
 105 （79）
 111 （77）
 737 （282）
 953 （438）

 20 （14）
 60 （32）
 148 （53）
 228 （99）
 17 （17）
 26 （21）
 14 （10）
 57 （48）
 37 （31）
 86 （53）
 162 （63）
 285 （147）

2.55 
1.03 
4.24 
3.25 
3.18 
1.88 
7.86 
3.74 
2.84 
1.29 
4.55 
3.34 

志願者数 受験者数 合格者数

494949

志願者数区　　分

Ⅰ期

Ⅱ期

受験者数 合格者数

 110 （110）

 15 （10）

 110 （110）

 15 （10） 

 103 （103）

 8 （5）

平成25年度　入学試験結果

第51回体育研究発表実演会が開催
　平成25年11月14日（木）横浜アリーナにて

開催いたしました「第51回体育研究発表実演

会」は、来賓、保護者、同窓、高等学校等の学校

関係者を中心に11,000名の来場者を迎え、お

陰様をもちまして盛況のうち無事に終演するこ

とができました。ご来場者および関係各位の

みなさま方に厚く御礼申し上げます。

　また併せて、動画配信サイトにおいても、延べ36,000ユーザーからのアクセスをいただ

きました。抽選によりご来場いただくことが叶わなかった皆様方にも実演会の様子をご

覧いただけたことは、誠に有り難く厚く御礼申し上げます。

■日体大アプリ配信開始

■日体大YouTubeチャンネル開設

　日本体育大学の最新情報をお知らせするアプリの配

信を開始いたしました。本学で発行している各種冊子

媒体の閲覧やfacebookの更新情報などがチェックで

きます。iOSとAndroid両方に対応しています。無料です

ので、是非ダウンロードしてみてください。

　平成26年1月13日（月）より、日体大YouTubeチャン

ネル開設いたしました。これから様々な動画を投稿い

たしますので、是非チェックしてみてください。
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平成25年度　退職者紹介

関根  義雄（せきね  よしお） 上野  純子（うえの  じゅんこ）

昭和43年本学卒業後、東京大学教養学部体育研究室研究生を経て、44年本学着任。副手、
助手、講師、助教授を経て、平成2年教授。健志台教学次長、就職対策委員会、財務委員会、
入試検討委員会、施設・財務委員会、学友会副会長、行事委員会ほかを務める。日本体育学
会、日本バドミントン協会理事、関東学生バドミントン連盟副会長、アジアバドミントン連盟
副会長ほか歴任。横浜市スポーツ功労賞、藍綬褒章受賞。

秋山  庵然（あきやま  あんぜん）

昭和45年明治学院大学文学部卒業。同大学院文学研究科修士課程英文学専攻修了。梅光
女学院短期大学専任講師を経て、52年本学着任。講師、助教授を経て、平成11年教授。図書
館長、体育研究所運営委員会、入学試験検討委員会、教務委員会、附属施設委員会、規程委
員会、海外学術・スポーツ交流委員会ほかを務める。日本英文学会、大学教育学会、日本英
語学会、実用英語技能検定試験（英語）第２次試験面接委員ほか歴任。

西條  修光（さいじょう  おさみつ）

昭和43年本学卒業後、46年本学着任。助手、講師、助教授を経て、教授（平成4年女子短期大
学、平成9年体育学部）。大学院研究科長、図書館運営委員会、紀要編集・審査委員会、体育
研究所委員会、研究費等補助金調整委員会、教員資格審査委員会、大学施設構想プロジェ
クト委員ほかを務める。日本体育学会、条件反射学会、日本スポーツ心理学会、日本心理学
会、日本教育心理学会、日本応用心理学会ほか所属。テニス学会奨励賞受賞。

岩佐  克彦（いわさ  かつひこ）

昭和49年東京大学教育学部卒業。同大学院教育学研究科博士課程満期退学。宇都宮文星
短期大学を経て、平成9年本学教授（女子短期大学）着任。平成25年教授（体育学部）。図書
館委員会、体育研究所委員会、改組特別委員会、紀要委員会、衛生委員会、入学試験検討委
員会、入学資格審査委員会ほかを務める。日本社会教育学会、情報文化学会ほか所属。

昭和43年本学卒業後、東京大学大学院教育学研究科体育学専門課程修士課程（健康教育
学専攻）修了。昭和49年本学着任。助手、講師、助教授を経て、教授（平成10年女子短期大
学、平成12年体育学部）。紀要委員会、学生委員会、規程委員会、教務委員会、研究費補助金
調整委員会、保健委員会ほかを務める。日本学校保健学会、日本体育学会、日本小児保健学
会、日本民族衛生学会、日本体力医学会ほか所属。

黒田　稔（くろだ  みのる）

昭和43年日本大学文理学部卒業。同大学院文学研究科修士課程心理学専攻修了、博士課
程心理学専攻単位取得後退学。昭和50年本学着任。講師、助教授を経て、平成13年教授。健
志台教学局次長、体育研究所兼任所員、保健委員会、研究所運営委員会、一般教育委員会、
総合スポーツ科学研究センター構想プロジェクト委員ほかを務める。日本心理学会評議員、
日本生理・心理学会、日本睡眠学会、日本睡眠環境学会理事ほか歴任。

関口　脩（せきぐち  おさむ）

昭和44年本学卒業後、46年本学着任。副手。助手、講師を経て、平成5年教授。就職対策委員
会、在外研修選考委員会、スポーツトレーニングセンター委員会、ウエイトリフティング部男
子監督ほかを務める。日本体育学会、日本体力医学会、日本スポーツ方法学会、トレーニン
グ科学会、日本ウエイトリフティング協会理事、アジア・ウエイトリフティング連盟委員長ほ
か歴任。文部省スポーツ功労者、日本トレーニング指導者協会特別功労賞受賞。

小泉  紀雄（こいずみ  のりお）

昭和45年本学卒業後、東海大学体育学部社会体育学科研究生修了。昭和46年本学着任。副
手、助手、講師、助教授を経て、平成13年教授。野外実習委員会、体育研究所運営委員会、学
生委員会、山岳部部長ほかを務める。日本体育学会、日本野外教育学会、日本レジャー・レク
リエーション学会、日本キャンプ協会専門委員、日本フライングディスク協会理事、日本ネイ
チャーゲーム協会理事ほか歴任。日本レクリエーション協会普及振興功労賞受賞。

■名誉博士号授与式について■平成25年度卒業式、学位授与式について
　 平 成 26 年 3 月 7 日

（ 金 ）、東 京・ 世 田 谷

キャンパス記念講堂にて

「日本体育大学名誉博

士称号授与式」を挙行

し、岡本昭氏（岡安商

事株式会社最高顧問、

横綱審議委員会委員）、

金正幸氏（元龍仁大学校総長、韓国オリンピック委員会会長）に日本体

育大学名誉博士称号を授与しました。本学から 9 人目、10 人目の名誉

博士称号の授与となります。

　岡本氏は相撲をはじめとする、日本の伝統武道の促進に尽力するとと

もに日朝スポーツ交流を通じてオリンピック・ムーブメントを推進し平和

な国際社会の実現を図るなど顕著な功績が称えられ日本体育大学名誉

博士の称号を授与されました。金氏は柔道を始めとするスポーツを通じ

て韓日スポーツ交流の発展に尽力するとともにオリンピック・ムーブメン

トを推進して平和な国際社会の実現を図るなど顕著な功績が称えられ日

本体育大学名誉博士の称号を授与されました。また授与式後に金氏に

よる「韓国武道 Sport の未来」をテーマとした記念講演が行われました。

お二人ともに自らの活動実績や経験などをお話され、本学の学生も真剣

な眼差しで聞いており岡本氏、金氏から本学へエールを送っていただき

ました。

　平成26年3月10日（月）、東京・世田谷キャンパススポーツ棟メインア

リーナにて、平成25年度日本体育大学体育学部　第62回卒業式、日本体

育大学女子短期大学部　第60回卒業式、日本体育大学　専攻科　第43

回修了式、日本体育大学女子短期大学部　専攻科　第6回修了式を挙

行いたしました。体育学部、日本体育大学女子短期大学部、専攻科合わ

せて約1550名の学生が本学を巣立っていきました。会場には卒業生、保

護者合わせて約3000名の方々にご参加いただきました。

　午後からは場所を教育研究棟記念講堂に移して、大学院学位記授与式

（体育科学研究科 博士前期課程 第38回学位記授与式、体育科学研究

科 博士後期課程　第14回学位記授与式）が行われました。こちらでは約

40名の学生が所定の課程を修了し、学位記を授与されました。

　卒業式では1964年東京オリンピック、カヌー競技の日本代表選手の本

田大三郎氏、元サッカー日本代表で現在サッカー解説者である松木安太

郎氏に本学の発展と名声を高めることに大きく寄与した功績を讃え、特別

卒業認定証が授与され

ました。お二人ともに自

らの活動実績や経験な

どをお話しになり、社会

へと羽ばたく卒業生へ

エールを送っていただ

きました。
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■平成26年度日本体育大学（含女子短期大学部）役職者一覧

児童スポーツ教育学部長	 久保  健
児童スポーツ教育学科長	 岡本  美和子
児童スポーツ教育コース主任	 角屋  重樹
幼児教育保育コース主任	 岡本  美和子（兼）

保健医療学部長	 平沼  憲治
整復医療学科長	 伊藤　譲
救急医療学科長	 朝日  茂樹

短期大学部長	 時本  久美子
専攻科長	 時本  久美子（兼）

研究科長	 木村  直人

体育学部長	 具志堅  幸司
体育学科長	 松井  幸嗣
健康学科長	 野井  真吾
武道学科長	 山本  洋祐
社会体育学科長	 山本　博
教養・教職科長	 藤田  主一

図書館長	 楠本  恭久
図書館副館長	 谷口　豊
健康管理センター長	 入江  一憲
学生支援センター長	 八木沢  誠
学生支援センター副センター長	 横山  順一

（学習支援・キャリア支援担当）
学生支援センター副センター長	 鈴川  一宏

（生活支援担当）
アドミッションセンター長	 荻　浩三（兼）

【任期：平成26年４月１日〜平成28年３月31日】

【任期：平成26年４月１日〜平成28年３月31日】

【任期：平成26年４月１日〜平成28年３月31日】

【任期：平成 26年４月１日〜平成 29年３月 31日】

【任期：平成26年４月１日〜平成30年３月31日】

【任期：平成26年４月１日〜平成27年３月31日】

スポーツ局長	 阿部  茂明（兼）
総合スポーツ科学研究センター長	 中里  浩一
体育研究所長	 中里  浩一（兼）
スポーツ・トレーニングセンター長	 西山  哲成
国際交流センター長	 荒木  達雄
国際交流センター副センター長	 石井  隆憲
寮監長	 水野  増彦

学　　長　　　谷釜  了正
副学長（企画・管理・運営担当）	 阿部  茂明
副学長（教学・学生生活担当）	 袴田  大蔵
学長室長	 荻　浩三　【任期：平成 26年４月１日〜平成 29年３月 31日】

【任期：平成 26年４月１日〜平成 28年３月 31日】

児童スポーツ教育学部

体育学部

大学院体育科学研究科

附置機関

保健医療学部

女子短期大学部

■事務組織の改編

事
務
室

管
理
部

企
画
部

図
書
館
課

ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
局

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

施
設
課

会
計
課

広
報
課

校
友
課

課
程
・
評
価
課

庶
務
課

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
門

学
習
支
援
部
門

事務局長

学長
教育研究組織
事務組織
教職協働組織

学生支援センター

事務局次長

平成26年4月1日より
以下のとおりに変更になります。

館長部長部長

課長事務長課長

局長

総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

所長

課長 課長 課長 課長 課長 課長

体
育
研
究
所

所長センター長センター長センター長 センター長 センター長

図
書
館

事務長事務長

セ
ン
タ
ー
員

（
教
職
員
）

事務長 事務長 事務長

セ
ン
タ
ー
員

（
教
職
員
）

セ
ン
タ
ー
員

（
教
職
員
）

学長室
（教職員を配置）

大学改革推進室を改組

※健志台統括は、横浜・健志台キャンパス勤務の
事務職員業務を統括する。（図書館長を除く）

※センター員として
教職員が位置付く

学
生
寮

寮館長

健
志
台
事
務
室

生
活
支
援
部
門

事務長事務長

健志台統括

社会貢献
推進機構

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
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［編集後記］ 今回、学報の作成にあたり関わらせて頂いた2ページ。学生時代に手に取って読んでいた学報を作成する側になり感じたことは大きな想いの詰まった読み物であるということでした。また、多くの
方が編集やインタビュー、撮影に携わっており、一人では仕事を進めることは出来ないということを痛感し、多くの人の支えや協力があって一つのものが完成すると実感しました。皆さまに感謝いたします。本当
にありがとうございました。

３（木）	 入学式
２（水）～５（土）	 新入生オリエンテーション
	 （履修申告、学生証手続、健康診断、学力テスト他）
１（火）～６日（日）	 在学生健康診断　他
７日（月）	 前学期授業開始
初旬～	 養護実習（健康学科４年）
２９日（火）	 通常授業（昭和の日：５/７に振り替え）

７日（水）	 振替休日（４/２９の振替）
８日（木）	 振替休日（７/２１の振替）
下旬～	 教育実習（体育学部４年）

下旬～	 相談援助実習（健康学科福祉支援専攻４年）

１２日（土）～１９日（土）	 野外活動実習（保健医療学部）	
１３日（日）～１９日（土）	 海浜実習（体育学部２年）
１３日（日）～１９日（土）	 キャンプ実習（体育学部２年）
１３日（日）～２０日（日）	 野外活動実習（児童スポーツ教育学部）
１３日（日）～２０日（日）	 ゴルフ指導実習（体育学科３年）
２１日（月）	 通常授業（海の日：５/８に振り替え）
下旬～	 介護等体験［３月末まで］
	 　（全学科２年、体育・武道学科３年）
３１日（木）	 前学期授業終了
下旬～９月上旬	 看護臨床実習（健康学科健康教育専攻３年）

上旬～	 社会教育実習（社会体育学科３年）［９月下旬まで］
１日（金）～７日（木）	 補講、追・再試期間
８日（金）	 夏季休業［９/２１（日）まで］
２６日（火）～２９日（金）	 救命救助法（救急医療学科１年）
３１日（日）～９/３（水）	 ゴルフ理論・実習（社会体育学科３年）

９日（火）～１９日（金）	 マリンスポーツ理論・実習（社会体育学科２年）
２０日（土）	 開学記念日
２２日（月）	 後学期授業開始
２２日（月）～１０/３（金）	 ホームルーム期間
２３日（火）	 通常授業（秋分の日）

３０日（木）	 振替休日（９/２３の振替）
３１日（木）	 振替休日（１１/３の振替）
３０日（木）～１１/２（日）	 日体フェスティバル期間（準備日を含む）

３日（月）	 通常授業（文化の日：１０/３０に振り替え）
２４日（月）	 通常授業（勤労感謝の日：１/１３に振り替え）

	 伝統芸能実習Ⅰ（武道学科２年）
	 伝統芸能実習Ⅱ（武道学科３年）
	 比較舞踊学実習（武道学科３年）
２２日（月）	 １２月授業終了
２３日（火）～	 冬季休業［１/７（水）まで］

８日（木）	 １月授業開始
１３日（火）	 振替休日（１１/２４の振替）
２７日（火）	 後学期授業終了
２８日（水）～	 補講、追・再試期間
	 ［１/２８～１/３０、２/５～２/１０］

１日（日）～４日（水）	 平成２７年度入学試験
８日（日）～１８日（水）	 スケート指導実習
中旬	 伝統文化交流実習・外国語実践実習（武道学科３年）
中旬	 伝統文化交流実習（武道学科２年）
１９日（木）～２２日（日）	 スケート理論・実習（社会体育学科３年）
２３日（月）～２７日（金）	 ホームルーム期間

１０日（火）	 卒業式
１１日（水）～	 春季終業［３１（火）まで］

■平成26年度   学年暦
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注）実習等の期間については、変更することがあります。	

平成
26年

2014

平成
27年

2015

① 職名  
② 所属学部  
③ 所属学科  
④ 研究室（領域）  
⑤ 最終学歴  
⑥ 学位

小野塚  實（おのづか  みのる）

①教授
②保健医療学部
③整復医療学科
④専門基礎医学
⑤東邦大学理学部生物学科卒業
⑥博士（医学、理学）

川上   順子（かわかみ  よりこ）

①教授
②保健医療学部
③整復医療学科
④専門基礎医学
⑤東京女子医科大学医学部卒業
⑥博士（医学）

武藤  芳照（むとう  よしてる）

①教授
②保健医療学部
③救急医療学科
④救急医療学Ⅰ
⑤名古屋大学大学院医学研究科
外科系整形外科学専攻修了
⑥博士（医学）

朝日  茂樹（あさひ  しげき）

①教授
②保健医療学部
③救急医療学科
④救急医療学Ⅰ
⑤弘前大学医学部医学科卒業
⑥博士（医学）

石井 隆憲（いしい  たかのり）

①教授
②保健医療学部
③救急医療学科
④スポーツ社会人類学
⑤日本体育大学大学院体育学研
究科修士課程修了
⑥博士（社会学）

小川  理郎（おがわ  さとお）

①教授
②保健医療学部
③救急医療学科
④救急医療学Ⅰ
⑤日本医科大学大学院医学研究
科修了
⑥博士（医学）

伊藤　譲 ( いとう  ゆずる )

①教授
②保健医療学部
③整復医療学科
④運動器外傷学
⑤大阪医科大学大学院医学研究
科機能系生理学分野修了
⑥博士（医学）

久保山  和彦（くぼやま  かずひこ）

①准教授
②保健医療学部
③整復医療学科
④運動器外傷学
⑤放送大学大学院総合文化プロ
グラム文化情報学群修了
⑥修士（学術）

黄　仁官（ふぁん  いんかん）

①准教授
②保健医療学部
③救急医療学科
④救急医療学Ⅲ
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士前期課程修了
⑥博士（体育科学）

大石  健二（おおいし  けんじ）

①准教授
②体育学部
③体育学科
④測定評価学
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士後期課程修了
⑥博士（体育科学）

半田  勝久（はんだ  かつひさ）

①准教授
②体育学部
③教養・教職科
④教育学
⑤愛知教育大学大学院教育学研
究科修了
⑥修士(教育)

岡部  綱好（おかべ  つなよし）

①講師
②保健医療学部
③救急医療学科
④救急医療学Ⅰ
⑤駒澤大学法学部法律学科卒業

樋口  毅史（ひぐち  たけし）

①講師
②保健医療学部
③整復医療学科
④運動器外傷学
⑤日本体育大学体育学部武道学
科卒業

服部  辰広 ( はっとり  たつひろ )

①講師
②保健医療学部
③整復医療学科
④運動器外傷学
⑤東海大学文学部文明学科卒業

佐野  昌行（さの  まさゆき）

①助教
②体育学部
③社会体育学科
④スポーツ経営管理学
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士後期課程修了
⑥博士（体育科学）

藤田  将弘（ふじた  まさひろ）

①准教授
②体育学部
③体育学科
④バスケットボール
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士前期課程修了
⑥修士（体育科学）

髙井  秀明（たかい   ひであき）

①助教
②体育学部
③体育学科
④スポーツ心理学
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士後期課程修了
⑥博士（体育科学）

村田  由香里（むらた  ゆかり）

①助教
②保健医療学部
③救急医療学科
④表現運動（器械器具系）
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士前期課程修了
⑥修士（体育科学）

伊東　良（いとう  りょう）

①助教
②体育学部
③武道学科
④相撲
⑤日本体育大学大学院体育科学
研究科博士前期課程修了
⑥修士（体育科学）

■平成26年度新採用教員紹介

19


